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『
二
十
六
世
紀
』
事
件
と
高
橋
健
三

小　

野　

修　

三

一
、
は
じ
め
に

明
治
二
三
年
二
月
、
や
が
て
招
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
帝
国
議
会
の
「
議
事
速
記
録
を
掲
載
（
（
（

」
す
る
た
め
の
「
神
速
に
し
て
新
聞
紙
を
印
刷
す
べ
き
（
（
（

」
輪
転

機
を
購
入
す
べ
く
、
明
治
政
府
は
前
年
三
月
に
内
閣
官
報
局
長
に
就
任
し
た
高
橋
健
三
（
（
（

を
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
し
た
。
こ
の
任
務
の
他
に
高
橋
は
、
議
事
録
作
成

に
必
要
な
速
記
者
を
養
成
す
る
速
記
学
校
の
創
設
（
（
（

に
も
従
事
し
て
い
た
。
そ
の
後
高
橋
は
官
を
辞
し
、
明
治
二
六
年
一
月
に
大
阪
朝
日
新
聞
の
客
員
（
（
（

と
な
っ
た

が
、
明
治
二
九
年
九
月
に
成
立
し
た
第
二
次
松
方
内
閣
に
お
い
て
翌
三
〇
年
一
〇
月
ま
で
内
閣
書
記
官
長
（
翰
長
）
を
務
め
た
（
（
（

。
な
お
、
第
二
次
松
方
内
閣
は

高
橋
辞
任
三
ヶ
月
後
の
明
治
三
一
年
一
月
に
第
三
次
伊
藤
博
文
内
閣
と
交
代
し
た
。
そ
の
高
橋
が
内
閣
書
記
官
長
だ
っ
た
当
時
の
出
来
事
と
し
て
、
内
閣
官
報

局
発
行
『
官
報
』
第
四
〇
一
六
号
（
明
治
二
九
年
一
一
月
一
六
日
付
）
に
次
の
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
警
察
／
○
發
行
禁
止
及
停
止　

去
月
二
十
五
日
大
阪
府
下
發
行
二
十
六
世
紀
第
二
十
二
號
ハ
治
安
ヲ
妨
害
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
一
昨
十
四
日
其
發

行
禁
止
且
ツ
同
號
未
配
布
ノ
分
發
賣
頒
布
ヲ
禁
シ
紙
冊
差
押
ヲ
命
セ
ラ
レ
又
本
月
九
日
東
京
府
下
發
行
日
本
第
二
千
五
百
七
十
七
號
ハ
治
安
ヲ
妨
害
ス
ル

モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
一
昨
十
四
日
其
發
行
停
止
且
ツ
同
號
未
配
布
ノ
分
發
賣
ヲ
禁
セ
ラ
レ
タ
リ
（
（
（

。」
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こ
の
明
治
二
九
年
一
一
月
一
四
日
に
執
行
さ
れ
た
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』
の
「
發
行
禁
止
」、
新
聞
『
日
本
』
の
「
發
行
停
止
」
と
の
行
政
処
分
、
い
わ
ゆ

る
『
二
十
六
世
紀
』
事
件
に
関
し
て
、
古
島
一
雄
は
そ
の
著
『
古
島
一
雄
清
談
』（
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
二
六
年
）
の
な
か
で
こ
う
証
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ぼ
く
は
今
と
な
っ
て
白
状
す
る
が
『
二
十
六
世
紀
』
事
件
と
い
う
の
は
、
実
は
全
く
高
橋
さ
ん
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
福
本
日
南
と
ぼ
く
と
川

那
辺
貞
太
郎
が
張
本
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
反
対
党
の
人
々
が
『
二
十
六
世
紀
』
に
高
橋
氏
が
関
係
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
『
高
橋
が
書
か
せ
た
』
と
鑱

誣
し
た
の
が
そ
も
そ
も
事
の
起
り
で
あ
る
。
し
か
し
高
橋
氏
は
知
ら
ぬ
な
ど
と
は
少
し
も
弁
解
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
こ
れ
を
機
会
に
内
閣
の
真
価
を
た

め
す
こ
と
に
応
用
し
、
そ
し
て
あ
く
ま
で
正
義
公
道
に
よ
っ
て
戦
っ
た
の
だ
。
ぼ
く
ら
は
、
実
に
冤
罪
を
同
氏
の
身
上
に
こ
う
む
ら
せ
た
こ
と
を
謝
す
る

と
同
時
に
、
君
の
心
事
が
い
か
に
り
っ
ぱ
で
あ
る
か
に
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
（
（

。」

明
治
二
七
年
の
紀
元
節
を
以
て
そ
の
第
一
号
の
発
行
日
と
し
、
皇
紀
で
の
現
世
紀
を
意
味
す
る
『
二
十
六
世
紀
』
と
名
乗
り
、
創
刊
さ
れ
た
対
外
硬
派
の
立

場
に
立
つ
雑
誌
は
、
奥
付
を
見
る
と
、
最
後
ま
で
発
行
所
は
「
大
阪
市
西
區
土
佐
堀
裏
町
五
十
九
番
屋
敷　

二
十
六
世
紀
發
行
所
」
と
あ
り
、
こ
の
所
在
地
は

「『
大
朝
』
記
者
の
川
那
辺
貞
太
郎
の
宅
で
、
川
那
辺
が
そ
の
編
集
に
当
っ
た
（
（
（

」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
雑
誌
上
で
は
川
那
辺
貞
太
郎
も
高
橋
健
三
も
同

誌
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
活
字
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
勿
論
そ
れ
は
、
名
義
上
の
編
集
責
任
者
が
名
を
出
す
慣
行
の
た
め
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
第
一
号
の
奥
付
に
は
「
發
行
兼
印
刷
人
仁
科
滿
之
助　

編
輯
人
加
藤
榮
吉
」
と
あ
り
、
こ
の
両
人
が
逮
捕
、
連
行
さ
れ
て
も
そ
の
編
集
、
発
行
に
は
支
障
の

な
い
態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

発
行
二
〇
日
後
に
発
行
禁
止
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』
第
二
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
あ
る
記
事

―
古
島
一
雄
に
よ
れ
ば
高

橋
健
三
で
は
な
く
、「
福
本
日
南
と
ぼ
く
と
川
那
辺
貞
太
郎
」
の
三
人
が
執
筆
し
た

―
を
、
発
行
後
一
五
日
経
っ
た
明
治
二
九
年
一
一
月
九
日
に
転
載
し
た

こ
と
で
、
新
聞
『
日
本
』
は
そ
の
発
行
五
日
後
に
発
行
停
止
の
処
分
を
受
け
る
わ
け
だ
が
、
本
稿
で
は
当
該
の
記
事
「
宮
内
大
臣
」
だ
け
に
光
を
当
て
る
の
で

は
な
く
、
大
阪
の
地
で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
を
そ
の
第
一
号
、
第
二
号
と
辿
る
こ
と
で
、
大
阪
で
は
雑
誌
の
発
行
禁
止
、
東
京
で
は
新
聞
の
発
行
停
止
と
い

う
処
分
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。
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そ
う
す
る
こ
と
で
、『
二
十
六
世
紀
』
事
件
と
い
う
も
の
を
発
行
禁
止
と
な
っ
た
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』
第
二
二
号
の
あ
る
特
定
の
記
事
を
、
時
の
内
閣
書

記
官
長
「
高
橋
が
書
か
せ
た
」
も
の
か
否
か
と
い
う
問
題
と
し
て
考
え
る
と
い
う
扱
い
方

―
そ
う
し
た
扱
わ
れ
方
が
過
去
の
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も

―

か
ら
解
放
し
、
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』
が
そ
の
第
一
号
以
来
一
貫
し
て
問
う
て
来
た
、
そ
の
問
い
方
、
問
う
事
柄
が
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
、
二
年
以
上
続
い

て
い
た
雑
誌
を
そ
の
時
間
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
と
い
う
扱
い
方
、
一
種
思
想
史
的
な
分
析
を
本
稿
で
は
試
み
た
い
と
思
う
。

二
、
内
閣
書
記
官
長
（
翰
長
）
高
橋
健
三

高
橋
健
三
に
関
す
る
伝
記
的
資
料
と
し
て
は
、
操
觚
界
の
人
物
に
詳
し
い
久
木
東
海
男
が
大
正
八
年
に
執
筆
し
た
「
高
橋
健
三
（
（1
（

」
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
高

橋
の
没
後
一
年
と
な
る
明
治
三
二
年
に
発
行
さ
れ
た
『
自
恃
言
行
録
』（
発
行
兼
編
輯
川
那
辺
貞
太
郎
）
を
も
と
に
書
き
進
め
た
い
と
思
う
。
言
う
ま
で
も
な

く
「
自
恃
」
と
は
高
橋
健
三
の
号
で
あ
り
、
同
書
は
内
藤
（
湖
南
）
虎
次
郎
が
執
筆
し
た
「
高
橋
健
三
君
傳
（
（1
（

」
と
、
高
橋
に
縁
の
あ
る
人
た
ち
の
回
想
と
か
ら

成
る
追
悼
録
で
あ
り
、「
官
報
局
勤
務
当
時
、
高
橋
健
三
と
の
出
会
い
（
（1
（

」
の
あ
っ
た
陸
（
羯
南
）
實
は
彼
宛
の
高
橋
書
簡
を
一
〇
通
ほ
ど
紹
介
し
て
い
る
。
本

稿
で
は
ま
ず
内
藤
に
よ
る
「
高
橋
健
三
君
傳
」
か
ら
略
歴
と
も
言
う
べ
き
事
項
を
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

安
政
二
年　

（
一
八
五
五
年
）
九
月　
　

父
高
橋
（
石
齋
）
大
蔵
の
三
男
と
し
て
江
戸
本
所
に
て
出
生

明
治
三
年　

（
一
八
七
〇
年
）　
　
　
　

曾
我
野
藩
（
現
在
の
千
葉
市
蘇
我
）
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
入
学

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
年
）
六
月　
　

驛
逓
局
出
仕

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
四
月　
　

任
驛
逓
局
一
等
属
（
内
務
省
）

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
年
）
四
月　
　

農
商
務
省
御
用
掛
被
仰
付

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
一
月　
　

文
部
省
御
用
掛
被
仰
付
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明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
年
）
六
月　
　

官
報
報
告
掛
長
被
仰
付

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
年
）
一
二
月　

任
官
報
局
次
長

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
三
月　
　

任
内
閣
官
報
局
長

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
二
月　
　

御
用
有
之
佛
國
へ
被
差
遣

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
）
三
月　
　

叙
正
六
位

同
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
月　

叙
從
五
位

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
年
）　
　
　
　

法
典
施
行
延
期
意
見
起
草

同
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
月　

免
官

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
年
）
一
月　
　

大
坂
朝
日
新
聞
社
客
員

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
年
）
九
月　
　

松
方
正
義
内
閣
書
記
官
長
就
任

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
一
〇
月　

同
内
閣
書
記
官
長
辞
任

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
年
）
七
月　
　

死
亡
（
（1
（

（
享
年
四
三
歳
）

次
に
、
同
書
に
寄
せ
ら
れ
た
神コ
ウ
ム
チ鞭
知
常
「
逸
事
の
三
十
六
（
（1
（

」
と
陸
實
「
自
恃
庵
の
書
柬
（
（1
（

」
か
ら
伝
記
的
事
項
を
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
神
鞭
だ
が
、
神
鞭
と
高

橋
と
の
縁
が
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
論
客
同
士
と
し
て
高
橋
が
元
か
ら
親
し
か
っ
た
の
は

陸
の
方
で
あ
り
、
神
鞭
と
の
関
係
は
明
治
二
九
年
九
月
に
第
二
次
松
方
内
閣
（
い
わ
ゆ
る
松
隈
内
閣
）
が
誕
生
す
る
際
に
、
松
方
に
対
し
て
陸
が
以
前
に
高
橋

を
推
薦
し
て
お
り
（
（1
（

、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
高
橋
を
助
け
る
人
物
と
し
て
神
鞭
が
推
薦
さ
れ
（
（1
（

、
高
橋
は
内
閣
書
記
官
長
、
神
鞭
は
法
制
局
長
と
割
り
振
ら
れ
た
が
、

神
鞭
は
「
高
橋
の
抱
負
は
立
派
な
内
閣
を
總
体
に
負
擔
し
て
や
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
の
だ
、
で
位
地
か
ら
行
く
と
法
制
局
が
上
だ
け
れ
ど
も
高
橋
は
病
氣
な
の

と
熱
心
な
の
で
僕
は
或
點
に
向
つ
て
は
高
橋
の
次
官
の
つ
も
り
で
自
か
ら
甘
ん
じ
て
や
つ
て
居
た
（
（1
（

」、
と
。

神
鞭
は
こ
の
「
高
橋
の
抱
負
」
に
係
わ
る
事
柄
を
、
高
橋
と
神
鞭
の
間
の
三
つ
の
「
申
合
」
と
し
て
さ
ら
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
「
申
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合
」
は
「
總
理
は
情
に
脆
い
人
で
あ
る
か
ら
其
の
過
ち
を
さ
せ
ぬ
や
う
に
注
意
（
（1
（

」
す
る
こ
と
、
第
二
の
「
申
合
」
は
「
大
隈
伯
は
早
呑
込
を
し
て
前
後
揃
は
ぬ

裁
決
を
す
る
こ
と
の
多
い
人
で
あ
る
か
ら
其
用
意
（
（2
（

」
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
の
「
申
合
」
は
今
回
提
携
し
た
「
進
歩
黨
と
云
ふ
も
の
は
何
と
云
つ
て
も
實

務
の
方
に
廻
つ
た
こ
と
の
な
い
黨
派
で
あ
る
か
ら
夫
れ
で
紛
雑
し
て
或
は
腐
敗
に
流
れ
其
他
獘
事
を
起
さ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
が
頗
る
期
し
難
い
是
に
向
つ
て
の
注

意
（
（2
（

」
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
数
ヶ
月
間
だ
け
の
在
任
と
な
っ
た
が
、
進
歩
党
員
か
ら
勅
任
参
事
官
に
任
命
さ
れ
た
尾
崎
行
雄
、
武
富
時
敏
ら
が
「
政
務
官
の

初
め
で
あ
り
、
政
黨
の
官
僚
部
内
へ
の
進
出
で
あ
つ
た
（
（2
（

。」

こ
の
第
三
番
目
の
「
申
合
」
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
迎
え
る
「
政
黨
と
云
ふ
も
の
を
以
て
全
内
閣
を
形
造
る
と
云
ふ
（
（2
（

」
政
党
政
治
の
時
代
へ
の
対
応
と
し
て

必
要
と
さ
れ
る
統
治
機
構
の
整
備
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
準
備
こ
そ
松
方
が
高
橋
を
内
閣
書
記
官
長
に
招
聘
し
た
理
由
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
結
果
的
に
は
、

そ
の
任
務
の
持
続
は
高
橋
の
肉
体
が
不
可
能
に
し
た
わ
け
だ
が
、
陸
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
時
に
大
蔵
大
臣
渡
邊
子
は
財
政
上
内
閣
諸
僚
と
議
の
合
は
ざ
る
を
言
ひ
て
俄
に
辭
職
し
た
り
し
か
ば
首
相
伊
藤
候
は
其
の
後
任
者
を
求
め
て
得
る
能

は
ず
乃
ち
内
閣
不
統
一
を
辭
柄
と
し
て
職
を
退
き
た
り
是
に
於
て
大
命
は
松
方
伯
に
下
り
て
新
内
閣
は
僅
に
成
れ
り
伯
已
に
内
閣
を
組
織
す
る
や
自
恃
君

を
内
閣
書
記
官
長
に
擬
し
人
を
遣
し
て
君
の
所
在
を
余
に
問
は
し
め
た
り
余
乃
ち
電
報
し
て
君
を
呼
び
還
へ
し
た
る
に
君
は
就
職
の
得
失
を
余
に
問
ひ
且

つ
曰
く
新
内
閣
の
運
命
固
よ
り
豫
め
計
る
可
ら
ず
而
か
も
松
方
伯
と
曾
て
相
ひ
謀
る
所
あ
り
義
に
於
て
辭
し
難
き
な
り
と
余
は
君
の
宿
痾
僅
に
癒
ふ
る
に

當
り
て
俄
か
に
劇
職
に
就
く
の
甚
だ
健
康
に
害
あ
ら
ん
こ
と
を
言
ひ
又
た
病
餘
の
身
克
く
職
責
を
盡
し
得
へ
き
や
を
疑
へ
り
君
曰
く
長
生
無
為
は
予
の
好

む
所
に
非
ず
苟
も
國
事
に
貢
獻
す
る
を
得
ば
健
康
必
ず
し
も
顧
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
（
中
略
）
就
職
僅
に
半
歳
を
過
ぎ
て
果
し
て
大
に
咯
血
し
竟
に
起
た

ざ
る
に
至
れ
り
君
は
當
時
の
内
閣
に
殉
た
り
と
謂
ふ
べ
し
（
（2
（

。」

こ
の
陸
の
証
言
中
の
「
松
方
伯
と
曾
て
相
ひ
謀
る
所
あ
り
」
と
の
高
橋
の
発
言
と
、
松
方
が
高
橋
を
明
治
二
九
年
九
月
組
閣
時
に
招
聘
し
た
こ
と
と
が
直
結

す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
松
方
が
元
内
閣
官
報
局
長
で
当
時
下
野
し
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
高
橋
健
三
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

は
大
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
高
橋
と
二
人
三
脚
に
て
松
方
内
閣
で
働
い
た
神
鞭
は
、
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
内
閣
の
課
題
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、

「
第
一
に
從
來
の
僚
屬
と
云
ふ
も
の
と
夫
れ
か
ら
政
務
に
參
與
す
る
役
人
と
云
ふ
も
の
ゝ
區
域
を
は
つ
き
り
せ
ぬ
と
僚
屬
の
仕
來
り
の
政
策
と
其
内
閣

の
方
針
と
が
衝
突
す
る
場
合
が
多
く
あ
る
だ
ら
う
或
は
僚
屬
等
が
十
分
官
紀
を
振
粛
し
て
勉
強
す
る
と
云
ふ
こ
と
の
出
來
な
い
よ
う
な
傾
き
を
起
す
か
も

知
れ
な
い
夫
れ
を
避
く
る
こ
と
を
講
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
か
ら
し
て
從
來
各
省
の
大
臣
に
勢
力
の
少
な
い
所
は
仕
事
が
伸
び
ず
に
居
つ
て
平
均

を
得
な
い
此
内
閣
に
は
所
謂
伴
食
宰
相
な
る
も
の
が
あ
つ
て
頗
る
不
愉
快
な
人
達
で
あ
る
け
れ
ど
も
夫
れ
に
拘
は
ら
ず
努
力
を
平
均
さ
す
と
云
ふ
こ
と
を

力
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
う
し
て
是
ま
で
伸
び
ず
に
あ
る
仕
事
を
も
つ
と
伸
さ
な
け
れ
ば
政
治
の
宜
し
き
を
得
る
こ
と
が
出
來
な
い
、
そ
れ
か
ら
し
て

何
し
て
も
宮
内
省
の
官
吏
と
云
ふ
も
の
に
獘
が
多
い
極
は
め
て
謹
慎
を
加
へ
て
此
獘
を
矯
正
す
る
こ
と
に
力
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
が
あ
る
（
（2
（

」。

政
党
政
治
の
時
代
に
入
れ
ば
、「
事
務
官
と
政
務
官
と
の
項
目
を
明
ら
か
に
す
る
と
云
ふ
必
要
（
（2
（

」
が
生
じ
て
来
る
の
だ
し
、「
勢
力
の
少
な
い
」、
こ
れ
ま
で

「
仕
事
が
伸
び
ず
に
居
」
る
各
省
の
「
伴
食
」
大
臣
や
「
宮
内
省
の
官
吏
」
に
係
わ
る
問
題
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
へ
の
対
処
が
前
述
の
高
橋
と
神
鞭
の

間
の
、
特
に
第
三
の
「
申
合
」
に
連
続
す
る
事
柄
で
あ
り
、
ま
ず
は
「
高
橋
が
就
任
し
て
第
一
の
仕
事
（
（2
（

」
と
し
て
の
「
政
綱
の
起
草
（
（2
（

」
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。

実
際
の
「
政
綱
の
起
草
」
は
「
大
隈
さ
ん
で
も
松
方
さ
ん
で
も
な
い
所
謂
伴
食
宰
相
（
（2
（

」
に
邪
魔
さ
れ
た
こ
と
を
神
鞭
は
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
に
発
表
さ

れ
た
の
が
明
治
二
九
年
「
十
月
十
二
日
を
以
て
、
各
大
臣
首
相
官
舎
に
列
席
し
て
、
首
相
よ
り
參
集
せ
る
各
地
方
官
に
説
示
し
た
る
（
（3
（

」、「
施
政
の
方
針
即
ち
政

綱
（
（3
（

」
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
松
方
首
相
は
「
選
叙
を
慎
み
功
過
を
彰
に
し
廣
く
能
者
を
得
る
の
途
を
開
く
は
行
政
の
實
績
を
擧
ぐ
る
に
於
て
亦
極
め
て
緊
切

の
事
と
す
政
府
は
最
も
意
を
此
に
用
ひ
尚
進
で
行
政
事
務
を
改
良
せ
ん
こ
と
を
期
す
又
官
吏
の
品
位
は
社
會
の
風
紀
に
影
響
す
る
こ
と
少
か
ら
ず
政
府
は
今
日

に
於
て
特
に
官
紀
を
振
粛
す
る
の
必
要
を
認
む
（
（3
（

」
と
演
説
し
た
。
今
日
の
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
通
例
に
な
っ
て
い
る
、
首
相
に
よ
る
衆
参
両
議
院
で
の
施
政

方
針
演
説
に
相
当
す
る
「
施
政
の
方
針
即
ち
政
綱
」
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
内
閣
書
記
官
長
と
法
制
局
長
に
と
っ
て
、『
二
十
六
世
紀
』
事
件
の
発
生
が
貢
献

要
因
で
あ
っ
た
か
、
妨
害
要
因
で
あ
っ
た
か
は
記
す
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
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『二十六世紀』事件と高橋健三

「
丁
度
此
頃
だ
つ
た
『
二
十
六
世
紀
』
の
文
章
が
『
日
本
』
に
載
つ
て
さ
う
し
て
反
對
者
の
乘
ず
る
と
こ
ろ
と
な
つ
て
非
常
の
困
難
と
な
つ
た
が
、
あ

れ
が
『
二
十
六
世
紀
』
に
載
つ
て
居
つ
た
の
は
一
向
咎
め
な
い
で
『
日
本
』
に
あ
れ
が
載
つ
て
か
ら
咎
め
た
と
云
ふ
の
は
此
頃
已
に
松
隈
内
閣
の
行
為
と

云
ふ
も
の
が
餘
程
緊
粛
に
嚴
正
に
出
掛
け
た
か
ら
し
て
宮
内
省
あ
た
り
で
は
密
に
驚
い
て
居
つ
た
の
だ
、
そ
こ
へ
高
橋
と
關
係
の
大
變
深
い
陸
の
持
て
居

る
新
聞
に
あ
れ
が
載
つ
た
か
ら
あ
れ
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
精
神
で
宮
内
省
に
向
つ
て
衝
突
し
て
來
る
だ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
で
非
常
に
向
ふ
で
は
驚
い
た

（
中
略
）
高
橋
は
一
つ
に
は
新
聞
紙
に
對
し
て
言
論
の
自
由
を
重
ん
ず
る
事
と
内
閣
の
言
論
自
由
を
重
ん
ず
る
事
に
對
し
て
の
精
神
を
固
め
る
為
（
中

略
）
そ
う
し
て
堂
々
と
公
明
正
大
に
處
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
に
付
い
て
樺
山
伯
竝
に
松
方
首
相
に
向
つ
て
は
最
後
の
決
心
を
以
て
是
に
莅

ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
切
論
し
た
の
を
見
た
（
中
略
）
愈
々
處
分
す
る
と
云
ふ
場
合
に
な
つ
て
は
残
念
な
が
ら
矢
張
り
平
生
の
流
儀
に
流

れ
て
仕
舞
つ
て
遂
に
發
行
禁
停
止
を
し
た
や
う
な
こ
と
で
結
末
は
頗
る
面
白
く
は
な
か
つ
た
併
し
高
橋
の
精
神
行
為
は
實
に
感
服
な
も
の
で
あ
つ
た
（
（3
（

」。

こ
の
神
鞭
の
指
摘
の
な
か
の
二
種
類
の
言
論
の
自
由
、
つ
ま
り
「
新
聞
紙
に
對
し
て
言
論
の
自
由
を
重
ん
ず
る
事
」
と
い
う
世
に
言
う
「
言
論
の
自
由
」
と

並
ん
で
、「
内
閣
の
言
論
自
由
を
重
ん
ず
る
事
」
と
い
う
内
閣
員
に
お
け
る
問
題
意
識
が
高
橋
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
た
点
を
、
本
稿
で
は
注
目
し
た
い
。

つ
ま
り
、
松
方
内
閣
の
「
施
政
の
方
針
即
ち
政
綱
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
、
高
橋
と
神
鞭
の
「
申
合
」
に
由
来
す
る
内
容
を
他
の
内
閣
員
例
え
ば
司
法
大
臣
清

浦
奎
吾
も
理
解
し
て
い
て
、
高
橋
が
関
係
す
る
『
二
十
六
世
紀
』
事
件
に
対
す
る
処
分
を
寛
刑
に
済
ま
す
方
向
に
動
い
た
の
で
は
と
想
像
さ
れ
る
。

後
に
示
す
よ
う
に
、『
二
十
六
世
紀
』
は
、
こ
の
事
件
の
直
前
に
、
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
当
時
の
出
来
事
で
は
あ
っ
た
が
、
官
吏
侮
辱
罪
で
起
訴
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
次
に
は
一
層
の
厳
刑
を
と
の
声
が
挙
が
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
佐
々
木
隆
が
「
法
令
の
濫
用
を
戒
め
、
権
力
者
に
節

度
と
自
制
を
求
め
る
司
法
官
僚
と
し
て
の
清
浦
の
姿
勢
（
（3
（

」
を
評
価
す
る
際
、
清
浦
に
と
っ
て
高
橋
自
身
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
評
価
さ
れ
る
対
象
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
高
橋
は
清
浦
に
と
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
で
き
る
側
面
を
持
つ
内
閣
員
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

確
か
に
清
浦
は
政
党
政
治
に
組
す
る
姿
勢
は
生
涯
皆
無
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
蜂
須
賀
茂
韶
文
部
大
臣
、
野
村
靖
逓
信
大
臣
と
共
に
「
例
の
伴
食
（
（3
（

」
と
さ
れ
て
い

た
け
れ
ど
も
、
清
浦
に
お
い
て
自
ら
が
拠
っ
て
立
つ
統
治
機
構
の
整
備
へ
の
熱
意
は
生
涯
揺
が
ぬ
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
（3
（

。
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三
、
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』

明
治
二
七
年
二
月
発
行
の
『
二
十
六
世
紀
』
第
一
号
は
そ
の
巻
頭
に
「
謹
祝　

皇
祚
无ム
キ
ュ
ウ窮　

伏
禱　

國
運
興
旺
」
と
の
雑
誌
の
志
向
性
を
さ
ら
に
世
に
示
す

大
き
な
活
字
が
躍
り
、
本
文
で
は
ま
ず
「
吾
人
の
急
務
」
と
の
記
事
を
掲
げ
た
。
す
な
わ
ち
、「
二
十
六
世
紀
は
何
を
以
て
か
世
に
出
て
た
る
、
吾
人
の
急
務

を
講
ぜ
ん
と
欲
す
る
な
り
、
吾
人
の
急
務
は
何
ぞ
や
、
對
外
立
國
の
實
是
な
り
／
夫
れ
立
國
の
大
義
は
、
外
と
相
對
し
て
我
獨
立
を
全
う
す
る
に
在
り
、
獨
立

既
に
全
し
て
、
而
し
て
後
進
取
の
計
生
す
、
進
取
の
計
生
し
て
而
し
て
後
立
國
の
實
成
る
（
後
略
（
（3
（

）」。

こ
の
な
か
の
「
進
取
」
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
吾
人
の
急
務
」
の
次
に
掲
載
さ
れ
た
「
開
國
進
取
辨
」
と
の
記
事
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
説
明

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
夫
れ
進
取
な
る
者
は
、
併
呑
の
謂
な
り
、
蠶
食
の
義
な
り
。
英
の
印
度
を
呑
み
、
清
領
を
併
せ
、
露
の
滿
洲
を
蠶
食
し
、
波
蘭

を
分
有
せ
し
は
、
進
取
の
國
是
を
實
行
し
た
る
者
な
り
（
（3
（

」。

こ
の
「
進
取
」
に
よ
る
「
對
外
立
國
」
こ
そ
、
利
益
の
共
有
に
よ
る
共
存
の
技
術
と
し
て
の
外
交
を
軟
派
と
し
て
排
し
、
強
硬
に
利
益
の
専
有
を
計
ら
な
け

れ
ば
、
自
国
の
存
立
は
危
ぶ
ま
れ
る
と
す
る
対
外
硬
派
の
主
張
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
張
を
『
二
十
六
世
紀
』
が
今
こ
こ
で
行
な
う
理
由
と
し
て
は
、
次
の
説
明

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
政
府
の
獨
り
此
の
事
に
任
す
る
に
足
ら
ず
偏
に
國
民
の
力
に
待
つ
あ
る
と
き
は
、
則
吾
人
豈
退
き
て
筆
硯
を
洗
ひ
、
國
民
と
與
に
國

家
の
急
務
を
講
せ
ざ
る
可
け
ん
や
、
是
れ
我
が
二
十
六
世
紀
の
國
家
的
大
任
を
負
ふ
て
、
忠
實
な
る
帝
國
國
民
の
前
に
出
る
所
以
な
り
（
（3
（

」、
と
。
な
お
、
こ
う

し
た
創
刊
宣
言
の
他
に
「
吾
人
の
急
務
」
の
な
か
で
は
次
の
よ
う
な
立
言
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
明
治
中
興
の
業
未
た
其
事
を
了
せ
ざ
る
如
此
に
も
拘
ら

ず
、
蘧
々
と
し
て
小
康
に
安
し
、
祿
位
に
飽
き
族
爵
の
制
出
て
ゝ
、
而
し
て
沐
猴
の
冠
、
往
々
笑
を
招
け
り
（
（4
（

」。

「
而
し
て
沐
猴
の
冠
」
と
は
そ
の
光
景
は
ま
る
で
猿
が
衣
冠
を
着
装
し
て
い
る
よ
う
だ
と
、
外
見
の
立
派
さ
と
は
対
照
的
に
そ
の
品
性
の
卑
し
さ
を
批
判
し

た
言
葉
で
あ
る
が
、
不
平
等
条
約
の
解
消
も
未
だ
成
功
し
て
い
な
い
の
に
、
明
治
二
五
年
八
月
に
成
立
し
た
第
二
次
伊
藤
内
閣
で
の
身
内
で
褒
め
合
う
が
如
き

「
族
爵
の
制
」
へ
の
非
難
の
矢
を
『
二
十
六
世
紀
』
は
射
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
沐
猴
而
冠
た
る
「
族
爵
の
制
」
の
当
事
者
を
名
指
し
で

非
難
す
る
こ
と
は
、
伊
藤
博
文
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
控
え
て
い
た
。
創
刊
二
年
目
の
明
治
二
九
年
に
至
っ
て
名
指
し
の
批
判
記
事
、
す
な
わ
ち
第
二
一
号

の
記
事
「
新
華
族
と
宮
内
大
臣
以
下
當
該
官
の
責
任
」、
第
二
二
号
の
記
事
「
宮
内
大
臣
」
が
現
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
批
判
へ
の
伏
線
が
創
刊
時
か
ら
既
に
張
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ら
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
こ
の
創
刊
号
で
の
問
題
意
識
は
続
く
明
治
二
七
年
二
月
二
五
日
発
行
の
第
二
号
の
記
事
「
元
勲
諸
公
は
暫
く
其
爵
位
を
奉
還
す
べ

し
」
で
も
鮮
明
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
元
勲
「
諸
公
は
維
新
前
後
両
半
の
事
業
に
於
て
、
未
だ
輔
弼
翼
賛
の
實
を
完
ふ
せ
ざ
る
も
の
、
而
し
て
今
日
公
等
の

享
有
す
る
爵
位
は
業
既
に
公
等
の
先
輩
よ
り
高
く
、
公
等
を
し
て
其
餘
澤
に
賴
り
今
日
を
致
さ
し
め
た
る
先
人
よ
り
貴
き
を
や
、
其
信
を
天
下
人
心
に
失
ふ
こ

と
今
日
の
如
く
な
る
は
怪
し
む
に
足
ら
ず
（
中
略
）
先
づ
其
爵
位
を
奉
還
す
る
よ
り
善
き
は
な
し
（
中
略
）
乞
ふ
暫
く
其
前
借
に
係
る
爵
位
の
奉
還
に
始
め
よ
、

其
之
を
再
受
す
べ
き
と
否
と
は
公
等
他
年
此
偉
業
を
奏
功
す
る
の
有
無
如
何
に
在
て
存
す
る
の
み
（
（4
（

」、
と
。

そ
し
て
明
治
二
七
年
四
月
二
五
日
発
行
の
第
三
号
を
読
む
と
、
こ
の
第
二
号
に
よ
っ
て
二
ヶ
月
間
の
発
行
停
止
の
処
分
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
、
い
ず
れ
の
記
事
が
問
題
と
さ
れ
た
か
は
読
者
に
は
わ
か
ら
な
い
文
面
で
あ
り
、「
解
停
」
の
見
出
し
の
も
と
次
の
公
文
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
二
十
六
世
紀
發
行
人　

仁
科
満
之
助
／
明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
發
行
二
十
六
世
紀
第
二
號
ハ
治
安
ヲ
妨
害
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
自
今
發
行
ヲ
停
止

シ
且
ツ
同
號
以
下
未
配
布
ノ
分
發
賣
頒
布
ヲ
禁
ス
ル
旨
内
務
大
臣
ヨ
リ
達
ア
リ
タ
ル
ニ
付
此
旨
相
達
ス
／
但
同
號
未
配
布
ノ
分
發
賣
頒
布
ヲ
禁
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ

付
此
旨
各
發
賣
所
竝
ニ
發
賣
人
ヘ
モ
通
達
ス
ヘ
シ
／
明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日　

大
阪
府
知
事
山
田
信
道
㊞
（
（4
（

」。

さ
ら
に
明
治
二
七
年
六
月
二
五
日
発
行
の
第
五
号
で
は
「
今
の
内
閣
は
曾
て
自
ら
献
替
し
て
立
憲
政
を
創
め
た
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
今
の
社
會
及
人
民
を
ば

此
の
政
體
に
耐
え
ざ
る
の
薄
弱
社
會
野
蠻
人
民
と
見
做
し
、
夫
の
露
國
に
て
す
ら
既
に
廃
止
し
た
る
發
行
停
禁
權
の
猶
ほ
今
日
に
必
要
な
る
を
主
張
し
つ
ゝ
あ

り
（
（4
（

」
と
「
立
憲
政
」
下
で
の
「
發
行
停
禁
權
」
の
不
当
性
を
訴
え
る
一
方
で
、
明
治
二
八
年
二
月
一
一
日
発
行
の
第
一
三
号
で
は
「
知
性
と
は
（
中
略
）
他
に

禁
し
て
自
ら
犯
し
、
敬
を
失
し
て
尊
上
を
忘
れ
、
責
を
移
し
て
己
れ
を
輕
く
し
、
爵
を
設
け
て
先
づ
其
榮
を
私
す
、
等
の
事
な
き
を
い
ふ
也
（
（4
（

」
と
記
し
、
一
年

前
の
第
一
号
、
第
二
号
当
時
と
同
様
「
族
爵
の
制
」
に
論
難
を
浴
び
せ
た
。

な
お
巻
頭
に
「
三
國
干
渉　

二
公
狼
狽　

噫
無
責
任　

其
如
之
奈　

明
治
二
十
八
年
五
月
十
三
日
」
と
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
碑
を
口
絵
と
し
て
掲
載
し
た

明
治
二
八
年
八
月
一
一
日
発
行
の
第
一
六
号
は
、
三
国
干
渉
を
受
け
た
こ
と
と
明
治
二
八
年
五
月
一
三
日
発
行
の
第
一
五
号
が
治
安
妨
害
を
理
由
に
三
ヶ
月
の

発
行
停
止
と
な
っ
た
こ
と
の
両
方
の
「
不
忘
碑
」
だ
っ
た
が
、
本
文
は
ま
ず
こ
の
「
解
停
」
を
告
げ
る
記
事
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
明
治
二
九
年
五
月
一
一

日
発
行
の
第
二
〇
号
も
「
解
停
」
の
見
出
し
の
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
第
一
九
号
は
明
治
二
九
年
二
月
一
一
日
発
行
だ
っ
た
の
で
、
三
ヶ
月
の
発
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行
停
止
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
通
算
す
れ
ば
『
二
十
六
世
紀
』
は
第
二
号
で
二
ヶ
月
、
第
一
五
号
で
三
ヶ
月
、
第
一
九
号
で
三
ヶ
月
と
、
明
治
二
七
年
二
月

か
ら
明
治
二
九
年
五
月
ま
で
の
二
年
間
三
ヶ
月
で
合
計
八
ヶ
月
間
、
つ
ま
り
ほ
ぼ
三
分
の
一
は
発
行
停
止
の
期
間
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
第
二
〇
号
で
は
巻
頭

で
「
吾
輩
疎
狂
の
者
、
言
へ
ば
輙
ち
咎
あ
り
、
動
け
ば
則
ち
罪
あ
り
、
多
少
の
不
平
、
何
を
以
て
之
を
遣
ら
ん
（
（4
（

」
と
自
嘲
気
味
に
語
り
、
巻
末
で
は
「
謹
で
内

閣
總
理
大
臣
從
二
位
大
勲
位
侯
爵
伊
藤
博
文
を
進
め
て
、
正
一
位
公
爵
と
為
さ
ん
こ
と
を
奏
請
す
（
（4
（

」
と
皮
肉
も
交
え
、
そ
し
て
続
く
一
ヶ
月
後
の
明
治
二
九
年

六
月
二
五
日
発
行
の
第
二
一
号
で
は
「
新
華
族
と
宮
内
大
臣
以
下
當
該
官
の
責
任
」
を
掲
載
し
、
そ
の
な
か
で
『
二
十
六
世
紀
』
が
「
皇
室
ニ
對
ス
ル
罪
（
（4
（

」
た

る
不
敬
罪
に
処
せ
ら
れ
る
懸
念
も
表
明
し
て
い
た
。
自
分
た
ち
へ
の
不
敬
罪
適
用
の
声
が
こ
の
頃
実
際
に
聞
こ
え
て
来
た
か
ら
だ
ろ
う
。

ま
た
、
同
号
の
発
行
当
時
は
高
橋
が
内
閣
書
記
官
長
に
就
任
す
る
第
二
次
松
方
内
閣
が
成
立
す
る
明
治
二
九
年
九
月
一
八
日
（
（4
（

以
前
で
、
明
治
二
五
年
八
月

に
成
立
し
た
第
二
次
伊
藤
内
閣
の
統
治
期
間
で
あ
っ
た
。
黒
田
清
隆
が
臨
時
総
理
代
理
で
あ
り
、
ま
た
内
務
大
臣
は
発
足
時
に
は
井
上
馨
だ
っ
た
が
、
当
時
は

板
垣
退
助
で
あ
り
、
内
閣
外
の
内
大
臣
は
徳
大
寺
實
則
、
宮
内
大
臣
は
土
方
久
元
で
あ
っ
た
。「
新
華
族
と
宮
内
大
臣
以
下
當
該
官
の
責
任
」
に
は
こ
う
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
彼
の
現
内
務
大
臣
は
言
論
の
自
由
を
尚
ぶ
と
稱
す
と
雖
も
、
是
れ
平
生
の
持
論
に
矛
盾
せ
ざ
ら
ん
が
爲
に
、
引
滿
發
せ
ざ
る
（
弓
を
引
き
絞
っ
て
な

お
か
つ
矢
を
放
た
ぬ

―
引
用
者
）
に
過
ぎ
ざ
る
な
か
ら
ん
か
、
將
た
其
政
敵
の
攻
撃
に
對
し
て
、
治
安
妨
害
以
外
に
キ
ン

隙ゲ
キ

を
見
な
ば
、
停
刊
を
命
す
る

に
躊
躇
せ
ざ
る
や
、
否
や
、
先
日
も
警
保
局
長
を
し
て
内
諭
せ
し
め
て
曰
く
、
近
時
政
界
の
言
論
放
肆
に
赴
く
に
似
た
り
、
若
し
一
歩
を
誤
り
て
皇
室
に

對
す
る
不
敬
の
跡
あ
ら
ば
、
如
法
の
沙
汰
を
免
れ
ざ
ら
ん
と
、
忠
良
な
る
帝
國
民
誰
か
兎
の
毛
の
末
ほ
ど
も
皇
室
に
對
し
て
不
良
の
心
不
敬
の
念
を
挟
む

者
あ
ら
ん
や
、
皇
家
の
蔭
に
か
く
れ
て
私
恩
を
賣
り
、
私
利
を
盗
む
者
を
攻
撃
し
て
、
万
一
に
も
諷フ
ウ
カ
ン諫
の
筆
を
舞
は
す
者
あ
り
と
も
、
此
は
固
よ
り
中
つ

る
に
（
就
中
に

―
引
用
者
）
不
敬
罪
を
以
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
去
る
事
を
除
き
て
は
、
警
保
局
長
の
内
諭
寧
ろ
徒
勞
な
り
、
而
か
も
新
聞
記
者
に
向
て

云
々
す
、
豈
新
内
務
の
意
思
を
知
り
難
か
ら
ん
や
、
此
の
時
に
當
り
て
、
特
旨
に
出
て
た
る
新
華
族
を
論
ず
、
其
れ
或
は
中
つ
る
に
不
敬
罪
を
以
す
る
無

き
を
得
ん
乎
、
然
れ
ど
も
常
侍
輔
弼
に
内
大
臣
あ
り
、
宮
内
大
臣
あ
り
、
特
旨
と
曰
ふ
と
雖
も
、
責
の
歸
す
る
所
は
則
あ
り
、
吾
人
の
新
華
族
を
論
じ
て

無
用
と
云
ふ
不
當
と
云
ふ
も
、
豈
不
敬
な
ら
ん
や
、
新
内
務
も
亦
當
に
中
つ
る
に
不
敬
罪
を
以
す
る
能
は
ざ
る
べ
し
（
後
略
）」。
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そ
し
て
こ
の
な
か
の
「
皇
家
の
蔭
に
か
く
れ
て
私
恩
を
賣
り
、
私
利
を
盗
む
者
」
と
い
う
箇
所
が
文
末
で
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
「
者
」
に
よ
る

「
授
爵
の
濫
」
へ
の
論
難
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
詔
勅
を
請
ふ
て
己
の
重
責
を
蔽
ひ
特
旨
を
假
り
て
恩
を
私
門
に
賣
る
是
れ
小
人
の
慣
用
手
段
な
り
今
日
の
事
此
に
類
す
る
な
か
ら
ん
乎
、
而
し
て
彼

の
小
人
は
往
々
天
恩
を
叨ミ
ダ
リに
し
て
權
門
に
報
ゆ
異
日
の
禍
測
る
可
ら
ず
／
故
に
今
日
の
急
は
、
速
に
伊
藤
以
下
の
新
華
族
を
し
て
辭
爵
せ
し
め
、
以
て
、

授
爵
の
濫
を
救
ひ
、
以
て
埀
範
の
中
心
を
示
す
べ
し
／
而
し
て
常
時
輔
弼
の
任
に
在
る
内
大
臣
、
及
び
授
爵
の
任
に
在
る
宮
内
大
臣
の
職
を
免
じ
て
、
以

て
其
不
職
の
責
を
正
し
、
以
て
權
門
に
媚
び
る
者
を
し
て
屛
息
せ
し
め
ざ
る
可
ら
ず
（
（5
（

」。

こ
の
明
治
二
九
年
六
月
二
五
日
発
行
の
『
二
十
六
世
紀
』
第
二
一
号
に
対
し
て
は
不
敬
罪
で
は
な
く
、
官
吏
侮
辱
罪
で
告
訴
さ
れ
た
。
同
号
の
奥
付
で
「
編

輯
者　

野
村
治
一
良
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
名
義
上
の
編
集
責
任
者
野
村
治
一
良
は
後
に
こ
う
回
顧
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
か
ら
『
二
十
六
世
紀
』
の
編
集
署
名
人
に
な
っ
た
が
、『
新
華
族
と
宮
内
大
臣
以マ

マ

下
の
責
任
』
と
い
う
論
文

の
た
め
に
、
雑
誌
は
発
行
停
止
に
な
る
と
共
に
、
私
は
官
吏
侮
辱
罪
で
告
訴
さ
れ
、
一
審
で
は
無
罪
だ
っ
た
が
、
検
事
控
訴
の
た
め
二
審
で
有
罪
と
な
り
、

更
に
大
審
院
へ
上
告
し
た
が
棄
却
さ
れ
、
体
刑
と
罰
金
刑
が
確
定
し
た
。
裁
判
で
は
私
は
、『
授
爵
の
濫
用
は
弊
害
が
あ
る
か
ら
、
当
局
者
を
警
醒
し
よ

う
と
し
て
あ
の
論
文
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
弁
護
人
か
ら
申
し
述
べ
る
』
と
答
弁
し
、
鳩
山
和
夫
と
か
、
花
井
卓
蔵
と
か
元
田
肇
な
ど
と
い

う
一
流
の
弁
護
士
が
弁
論
に
当
っ
た
。
／
そ
の
年
の
暮
十
二
月
の
二
十
三
四
日
だ
っ
た
と
思
う
が
、
大
阪
控
訴
院
か
ら
『
重
禁
錮
一
月
十
五
日
の
刑
が
確

定
し
た
か
ら
出
頭
せ
よ
』
と
い
う
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
早
速
出
頭
す
る
と
、
巡
査
と
二
人
乗
り
の
人
力
車
に
合
乗
り
に
な
っ
て
、
堀
川
監
獄
に
送
ら
れ
、

独
房
に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
時
捕
縄
は
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
（
（5
（

。」

さ
ら
に
野
村
の
回
顧
録
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
高
橋
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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「
正
月
は
獄
中
で
過
ご
し
た
が
、
間
も
な
く
英
照
皇
太
后
の
崩
御
の
た
め
、
恩
赦
が
あ
っ
て
釈
放
さ
れ
た
か
ら
、
服
役
は
刑
期
に
満
た
な
か
っ
た
。
出

獄
の
時
に
は
『
大
阪
朝
日
』
か
ら
、
西
村
天
囚
、
川
那
辺
楽
庵
、
吉
村
膽
南
、
久
松
定
憲
、
原
田
晋
な
ど
の
幹
部
が
大
勢
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。
そ
の
頃

高
橋
先
生
は
内
閣
書
記
官
長
で
、
東
京
に
居
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
鈴
木
英
雄
君
（
註
、
の
ち
特
許
局
長
、
代
議
士
、
箱
根
環
翠
楼
主
）
を
伴
れ

て
、
大
阪
へ
来
ら
れ
た
時
に
お
会
い
し
た
が
、『
御
苦
労
だ
っ
た
ね
』
と
慰
め
ら
れ
た
。
出
獄
す
る
と
直
ぐ
に
『
大
阪
朝
日
』
へ
出
社
し
て
経
済
を
担
当

し
、
そ
の
年
十
一
月
原
田
晋
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
の
編
集
署
名
人
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
『
君
は
馴
れ
て
い
る
か
ら
…
』
と
い
う
わ
け
だ
っ
た
。
こ

の
署
名
人
は
一
年
続
い
た
が
、
そ
の
間
に
は
度
々
警
察
に
呼
び
出
さ
れ
た
（
（5
（

」。

な
お
、
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
時
の
訴
訟
で
は
第
一
審
は
無
罪
で
あ
っ
た
が
、
控
訴
審
で
有
罪
と
な
っ
た
。
そ
の
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
は
、『
東
京

朝
日
新
聞
』
第
三
五
八
〇
号
（
明
治
二
九
年
一
〇
月
二
七
日
付
）
二
面
に
「
大
臣
侮
辱
事
件
の
判
決
」
と
の
見
出
し
で
、
判
決
書
が
掲
載
さ
れ
た
記
事
が
見
え

る
。
す
な
わ
ち
、

「
判
決
書
／
滋
賀
縣
野
洲
郡
祇
王
村
大
字
永
原
百
十
八
番
屋
敷
平
民
現
今
大
阪
府
西
區
土
佐
堀
裏
町
五
十
九
番
屋
敷
川
那
邊
貞
太
郎
方
寄
留
無
職
／
被

告
人　

野
村
治
一
良
／
明
治
八
年
生
／
右
被
告
人
に
對
す
る
官
吏
侮
辱
罪
事
件
に
付
大
阪
地
方
裁
判
所
に
於
て
明
治
二
十
九
年
七
月
十
七
日
言
渡
た
る
判

決
に
對
し
同
裁
判
所
檢
事
局
檢
事
正
一
瀬
勇
三
郎
よ
り
控
訴
を
為
し
た
り
依
て
審
理
判
決
す
る
左
の
如
し
／
主
文
／
原
判
決
を
取
消
し
被
告
野
村
治
一
良

を
重
禁
錮
一
月
十
五
日
に
處
し
罰
金
十
圓
を
付
加
す
／
押
収
の
二
十
六
世
紀
第
二
十
一
號
は
差
出
人
に
還
付
す
／
理
由
（
中
略
）
當
時
の
内
大
臣
徳
大
寺

實
則
宮
内
大
臣
土
方
久
元
の
職
務
に
對
し
刊
行
の
文
書
を
以
て
侮
辱
し
た
る
も
の
と
す
右
は
刑
法
第
百
四
十
一
條
第
二
項
に
該
る
を
以
て
同
第
一
項
に
照

し
處
斷
し
押
収
品
は
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
二
條
に
依
り
處
分
す
べ
き
も
の
と
す
／
故
に
原
裁
判
所
に
於
て
被
告
の
所
為
は
罪
と
な
ら
ず
と
し
無
罪
を
言
渡

た
る
は
失
當
に
し
て
原
検
事
の
控
訴
は
其
理
由
あ
り
と
認
め
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
六
十
一
條
に
依
り
前
記
主
文
の
如
く
判
決
す
／
檢
事
山
下
雄
太
郎
本
件

に
干
與
す
／
明
治
二
十
九
年
十
月
二
十
三
日
於
大
阪
控
訴
院
刑
事
第
三
部
／
裁
判
長
判
事
近
藤
巨
摩
（
後
略
）」
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そ
し
て
こ
の
控
訴
審
に
対
す
る
、
被
告
側
の
上
告
審
判
決
に
つ
い
て
は
、『
日
本
』
第
二
五
九
八
号
（
明
治
二
九
年
一
二
月
七
日
付
）
の
雑
報
欄
に
「『
二
十

六
世
紀
』
宮
相
侮
辱
事
件
判
決　
『
二
十
六
世
紀
』
記
者
野
村
治
一
良
氏
が
宮
内
大
臣
侮
辱
上
告
事
件
に
對
す
る
大
審
院
に
於
け
る
判
決
書
は
左
の
如
し
」
と

し
て
紙
面
が
割
か
れ
て
い
る
。
大
審
院
に
お
け
る
判
決
で
は
「
宮
内
省
官
制
に
宮
内
大
臣
は
帝
室
に
關
す
る
一
切
の
事
務
を
總
判
し
所
部
各
官
を
統
督
し
兼
て

華
族
を
監
督
す
と
あ
り
而
し
て
其
統
督
の
下
に
爵
位
及
び
華
族
に
關
す
る
事
務
を
處
理
す
る
爵
位
局
の
設
け
あ
る
に
徴
す
れ
ば
同
大
臣
は
本
件
論
文
記
載
の
事

項
即
ち
授
爵
に
關
す
る
職
務
を
有
す
る
こ
と
明
か
な
れ
ば
（
（5
（

」、
授
爵
行
為
に
お
い
て
同
大
臣
が
不
法
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
の
法
不
法
の
判
断
が
示
さ
れ

て
い
た
。

こ
の
『
二
十
六
世
紀
』
側
の
上
告
を
棄
却
す
る
大
審
院
判
決
書
は
明
治
二
九
年
一
一
月
二
七
日
（
（5
（

に
示
さ
れ
た
が
、『
二
十
六
世
紀
』
第
二
一
号
が
明
治
二
九

年
六
月
に
発
行
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
大
審
院
判
決
が
一
一
月
に
下
る
ま
で
の
半
年
間
に
ま
ず
内
閣
は
九
月
に
第
二
次
松
方
内
閣
に
交
代
し
て
、
内
大
臣
、
宮
内

大
臣
に
交
代
は
な
か
っ
た
が
、
内
務
大
臣
は
板
垣
退
助
か
ら
樺
山
資
紀
に
、
司
法
大
臣
は
芳
川
顕
正
か
ら
清
浦
奎
吾
に
代
わ
り
、『
二
十
六
世
紀
』
側
で
言
え

ば
高
橋
健
三
が
内
閣
書
記
官
長
に
抜
擢
さ
れ
、
一
〇
月
に
発
行
さ
れ
た
第
二
二
号
は
、
発
行
二
〇
日
後
の
一
一
月
一
四
日
に
警
察
か
ら
「
治
安
ヲ
妨
害
ス
ル
モ

ノ
ト
認
メ
ラ
レ
」、
発
行
禁
止
の
処
分
を
受
け
る
と
い
う
出
来
事
が
慌
た
だ
し
く
起
こ
っ
て
い
た
。
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
先
述
の
通
り
、
第
二
二
号
掲
載
の

「
宮
内
大
臣
」
と
の
記
事
だ
っ
た
。

発
行
禁
止
と
な
っ
た
『
二
十
六
世
紀
』
第
二
二
号
は
手
元
に
複
写
物
も
な
く
、
た
だ
問
題
と
な
っ
た
同
号
掲
載
の
「
宮
内
大
臣
」
と
の
記
事
を
再
録
し
た
明

治
二
九
年
一
一
月
九
日
付
『
日
本
』
第
二
五
七
七
号
（
（5
（

に
て
目
に
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
第
二
一
号
の
件
で
当
時
係
争
中
の
「
編
輯
者　

野
村
治
一
良
」
は
第
二

二
号
で
は
「
編
輯
者
」
を
降
り
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
点
は
確
認
出
来
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
二
十
六
世
紀
発
行
所
は
、
第
二
一
号
の
件
で
の
裁
判

を
抱
え
る
な
か
で
、
高
橋
健
三
が
抜
け
、
古
島
一
雄
の
証
言
で
「
福
本
日
南
と
ぼ
く
と
川
那
辺
貞
太
郎
」
が
中
心
と
な
っ
て
次
の
第
二
二
号
を
発
行
し
、
そ
し

て
そ
れ
が
発
行
禁
止
の
処
分
を
受
け
、『
二
十
六
世
紀
』
は
こ
の
第
二
二
号
が
最
終
号
と
な
っ
た
。
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四
、
終
わ
り
に

明
治
二
九
年
一
一
月
九
日
付
『
日
本
』（
第
二
五
七
七
号
）
に
『
二
十
六
世
紀
』
第
二
二
号
か
ら
転
載
さ
れ
た
「
宮
内
大
臣
」
と
の
記
事
は
、『
二
十
六
世

紀
』
第
二
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
新
華
族
と
宮
内
大
臣
以
下
當
該
官
の
責
任
」
と
比
べ
て
、
同
じ
土
方
久
元
宮
内
大
臣
を
問
題
に
し
な
が
ら
、
ど
こ
が
違
う
記

事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
が
違
う
と
い
う
よ
り
、
第
一
号
か
ら
第
二
一
号
ま
で
の
『
二
十
六
世
紀
』
に
馴
染
ん
で
来
た
目
に
は
、
そ
れ
ら
の
記
事
と
『
日

本
』
に
転
載
さ
れ
た
「
宮
内
大
臣
」
と
は
文
体
を
異
に
す
る
記
事
で
あ
る
こ
と
は
見
間
違
い
よ
う
が
な
い
。
前
者
に
は
名
指
し
で
の
論
難
の
際
も
、「
而
し
て

沐
猴
の
冠
」
の
よ
う
に
、
人
間
と
し
て
の
あ
り
よ
う
を
問
う
精
神
性
が
、
ま
た
「
他
に
禁
じ
て
自
ら
犯
」
し
、「
責
を
移
し
て
己
れ
を
輕
く
」
す
る
と
い
っ
た

知
的
不
誠
実
さ
を
問
う
姿
勢
が
見
ら
れ
た
が
、
後
者
は
ひ
た
す
ら
「
人
々
の
知
ら
ざ
る
無
き
事
實
」
の
指
摘
で
迫
る
も
の
だ
っ
た
。「
宮
内
大
臣
」
で
は
次
の

よ
う
な
論
及
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
土
方
伯
は
宮
内
省
に
坐
し
て
常
に
伊
藤
候
其
人
の
一
黨
と
相
呼
應
し
て
而
し
て
事
を
執
來
ら
ざ
る
歟
、
伊
藤
候
其
人
の
顔
色
を
伺
ひ
指
縦
を
受
け
て

而
し
て
事
を
執
來
ら
ざ
る
歟
、
今
ま
公
け
の
秘
密
と
し
て
民
間
に
傳
へ
、
人
々
の
知
ら
ざ
る
無
き
事
實
の
二
三
を
列
擧
せ
ん
か
。
／
伊
藤
候
の
み
は
冠
を

桂
け
て
大
臣
た
り
顧
問
た
る
現
職
を
身
に
せ
ざ
る
日
に
於
て
も
、
拝
謁
を
請
ひ
上
奏
を
為
さ
ん
と
す
る
あ
れ
ば
、
宮
内
省
は
何
時
に
て
も
勅
許
を
奉
傳
す

る
を
怠
た
ら
ず
、
其
他
の
臣
僚
に
至
り
て
は
大
臣
公
事
を
上
奏
す
る
の
外
は
、
如
何
な
る
貴
爵
重
臣
と
雖
ど
も
、
容
易
に
執
奏
を
肯
ぜ
ず
、
假
令
拝
謁
を

執
奏
す
る
あ
る
も
、
天
機
を
伺
ひ
奉
る
外
は
、
一
語
も
政
事
上
の
意
見
を
奏
聞
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
、
元
の
攝セ

ツ
ロ
ク籙
に
し
て
今
の
公
爵
た
る
近
衛
二
條
等
の

諸
公
と
雖
も
、
麝
香
金
鶏
の
間
の
祇
候
と
雖
ど
も
、
亦
皆
然
ら
ざ
る
は
無
し
、
是
を
以
て
意
見
を
内
奏
し
て
、
聖
鑑
を
資
け
奉
ら
ん
と
欲
す
る
諸
臣
も
、

事
の
行
は
れ
ざ
る
を
知
り
て
亦
之
を
請
ひ
奉
ら
ず
、
今
は
殆
ど
其
跡
を
絶
つ
に
至
れ
り
と
、
而
し
て　

皇
上
は
始
め
よ
り
毫
も
之
れ
を
知
ろ
し
召
し
玉
は

ざ
る
な
り
。（
中
略
）
土
方
伯
宮
内
に
大
臣
た
り
し
よ
り
幾
ど
十
年
、
其
間
だ
長
か
ら
ず
と
せ
ず
、
然
れ
ど
も
未
だ
一
た
び
も
、
列
聖
山
稜
の
保
守
を
巡

察
し
た
る
を
聞
か
ず
、
是
を
以
て　

山
稜
の
土
石
動
も
す
れ
ば
崩
壊
し
、
廟
社
の
宮
牆
間
々
傾
頽
し
、
牛
馬
陵
下
に
秣
ひ
、
狐
兎
牆
垣
に
驕
る
の
實
あ
り
、

是
れ　

天
子
の
大
孝
を
發
揚
し
、
皇
室
の
懿イ

徳ト
ク

を
光
輝
す
る
所
以
と
為
す
歟
、
今
ま
其
事
實
を
列
擧
す
可
し
（
（5
（

。（
後
略
）」
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『
日
本
』
で
は
こ
の
明
治
二
九
年
一
一
月
九
日
の
「
宮
内
大
臣
」
に
続
き
、
三
日
後
の
一
一
月
一
二
日
に
『
二
十
六
世
紀
』
か
ら
の
転
載
で
は
な
い
「
讀

「
宮
内
大
臣
（
（5
（

」」
と
の
記
事
が
、
そ
の
翌
一
一
月
一
三
日
に
「
再
た
び
宮
内
大
臣
に
就
き
て
（
（5
（

」
が
、
そ
し
て
そ
の
翌
一
一
月
一
四
日
（
第
二
五
八
二
号
）
に
は

「
宮
内
大
臣
と
新
聞
紙
（
（5
（

」
と
の
記
事
が
載
る
と
共
に
次
の
「
報
告
」
が
印
刷
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
發
行
停
止
／
本
月
九
日
發
行
の
『
日
本
』
は
治
安
妨
害
と

認
め
ら
れ
自
今
發
行
停
止
の
嚴
達
を
被
り
た
り
／
右
報
告
仕
候
也
／
明
治
二
九
年
十
一
月
十
四
日
／
神
田
雉
子
町
三
十
二
番
地
／
日
本
新
聞
社
（
（6
（

」。
そ
し
て
一

週
間
の
発
行
停
止
後
の
一
一
月
二
二
日
に
発
行
が
再
開
さ
れ
た
『
日
本
』（
第
二
五
八
三
号
）
は
そ
の
巻
頭
に
次
の
「
社
告
」
を
載
せ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
社
告
／
本
月
十
四
日
『
日
本
』
は
突
然
左
の
達
を
領
せ
り
／
日
本
發
行
人
／
佐
々
木
儀
太
郎
／
本
月
九
日
發
行
ノ
日
本
第
二
千
五
百
七
十
七
號
ハ
治

安
ヲ
妨
害
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
自
今
發
行
停
止
ノ
旨
内
務
大
臣
ヨ
リ
達
ア
リ
タ
ル
ニ
付
此
旨
相
達
ス
／
但
同
號
未
配
布
ノ
分
ハ
發
賣
頒
布
ヲ
禁
ゼ
ラ
レ
タ
ル

ニ
付
其
旨
各
發
賣
所
並
ニ
發
賣
人
ヘ
モ
通
達
ス
ベ
シ
／
明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
四
日　

警
視
總
監
山
田
為
暄
／
九
日
發
行
の
新
聞
が
十
四
日
に
至
て
治

安
妨
害
と
認
め
ら
る
ゝ
に
至
り
た
る
は
『
日
本
』
の
讀
者
と
共
に
忘
る
ゝ
能
は
ざ
る
事
實
な
り
爾
来
命
を
奉
ず
る
一
週
日
に
し
て
解
停
の
命
下
る
、『
日

本
』
は
倍
々
奮
勵
し
て
所
信
を
貫
く
あ
る
の
み
屢
々
讀
者
の
愛
願
に
負
く
罪
大
な
り
と
雖
も
『
日
本
』
の
心
事
を
諒
す
る
あ
ら
ば
讀
者
幸
に
恕
せ
ん
か
（
（6
（

」。

同
号
は
、
ほ
と
ん
ど
全
ペ
ー
ジ
が
こ
の
「
發
行
停
止
」
に
係
わ
る
記
事
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
な
か
に
は
三
宅
雪
嶺
の
署
名
記
事
「
土
方
事
件
」
も
掲
載
さ

れ
、
雪
嶺
は
「
近
頃
騒
々
し
き
は
土
方
事
件
な
り
と
か
や
、
土
方
事
件
と
は
ド
カ
タ
事
件
に
非
ず
し
て
、
土
方
伯
爵
に
係
る
事
件
な
る
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な

ひ
（
（6
（

」
と
皮
肉
り
、
そ
し
て
土
方
「
伯
爵
の
為
に
忠
義
呼
は
り
す
る
伊
東
（
巳
代
治
）
男
爵
は
他
の
事
に
於
て
は
兎
も
角
、
士
道
と
い
ふ
に
於
て
些
の
資
格
を
具

備
せ
ざ
る
に
於
て
を
や
（
中
略
）
自
ら
忠
義
呼
は
り
し
て
其
れ
に
て
世
の
中
に
感
服
す
る
者
あ
り
と
思
ふ
所
案
外
に
人
が
善
過
ぎ
る
様
な
り
（
中
略
）
男
爵
な

ど
が
何
程
他
を
指
し
て
不
敬
と
呼
び
不
忠
と
叫
ぶ
も
、
半
寸
に
て
も
骨
の
あ
る
者
は
兎
の
毛
の
先
ほ
ど
も
困
ま
ら
ざ
る
な
り
却
て
彼
に
不
敬
と
呼
ば
れ
不
忠
と

叫
ば
る
ゝ
丈
其
れ
丈
眞
の
忠
臣
に
近
し
と
し
て
興
が
る
こ
と
も
あ
る
な
り
（
（6
（

」
と
、『
二
十
六
世
紀
』
側
、『
日
本
』
側
を
弁
護
し
て
い
た
。

伊
東
巳
代
治
は
前
内
閣
た
る
第
二
次
伊
藤
内
閣
の
書
記
官
長
で
あ
り
、
伊
藤
博
文
を
批
判
す
る
『
二
十
六
世
紀
』
に
対
し
て
は
自
分
自
身
へ
の
批
判
と
受
け

取
り
、
ま
た
同
じ
く
土
方
久
元
へ
の
批
判
に
も
反
発
心
が
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。『
自
恃
言
行
録
』
に
収
録
さ
れ
た
陸
宛
の
高
橋
書
簡
の
な
か
の
一
通
で
、
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日
清
戦
争
終
結
の
た
め
の
外
交
交
渉
当
時
、
陸
の
も
と
に
「
馬
關
よ
り
送
り
來
れ
る
も
の
發
信
の
日
は
實
に
李
鴻
章
が
狙
撃
に
遭
ひ
た
る
前
日
（
（6
（

」
と
の
こ
と
な

の
で
、
取
材
の
た
め
に
滞
在
中
の
下
関
で
明
治
二
八
年
三
月
二
四
日
以
前
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
書
簡
を
そ
の
中
途
か
ら
引
用
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、

「
國
民
及
朝
野
硬
主
義
者
の
思
わ
く
如
何
此
所
伊
の
大
に
ま
ご
つ
く
所
な
ら
ん
條
件
明
示
の
事
は
我
に
不
利
益
な
る
は
今
に
始
め
ぬ
こ
と
な
か
ら
既
に

談
判
開
始
の
今
日
其
進
行
上
明
示
せ
ぬ
譯
に
は
行
か
す
果
し
て
ソ
レ
を
彼
承
諾
せ
は
可
な
る
も
若
し
不
承
諾
な
ら
は
随
分
共
不
利
益
の
結
果
と
な
る
べ
し

近
日
伊
の
擧
動
可
厭
に
邊
幅
を
矯
飾
し
わ
ざ
と
あ
り
も
せ
ぬ
餘
地
を
示
さ
ん
と
す
る
は
全
く
窃
に
外
に
恃
む
所
あ
る
に
由
る
な
る
べ
し
（
中
略
）
李
が
窃

に
列
國
の
關
渉
を
特マ
マ

み
て
硬
を
装
ふ
と
伊
が
今
更
大
本
營
を
後
楯
に
恃
み
て
硬
を
装
ふ
と
は
好
一
對
の
奇
觀
に
し
て
ポ
ン
チ
の
豪
傑
見
る
様
に
候
兎
に
角

丁
度
よ
き
相
撲
な
り
い
づ
れ
團
扇
は
後
楯
の
強
き
方
に
上
が
り
あ
ま
り
本
人
共
に
は
觀
係
あ
ら
ざ
る
べ
し
小
生
本
日
に
て
在
馬
六
日
目
に
相
成
も
は
や
あ

き
〳
〵
致
候
模
様
に
よ
り
て
は
一
両
日
中
に
大
阪
へ
引
上
度
存
居
候
（
後
略
（
（6
（

）」。

確
か
に
「
李
鴻
章
が
狙
撃
に
遭
ひ
た
る
前
」
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
陸
宛
の
高
橋
書
簡
に
対
し
て
、
陸
は
「
自
恃
庵
の
書
柬
」
の
な
か
で
次
の
よ
う

な
言
葉
を
書
き
添
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
李
大
使
の
遭
難
は
戦
争
終
局
に
於
け
る
一
頓
挫
な
り
き
自
恃
君
此
の
時
馬
關
に
在
り
後
君
の
直
話
に
よ
れ
ば
當
時
伊
藤
全
權
等
の
狼
狽
を
見
る
に
忍

ひ
す
今
は
前
日
來
の
公
憤
を
も
忘
れ
て
全
權
の
旅
館
に
到
り
謁
を
乞
ひ
た
る
に
伊
藤
伯
は
方
さ
に
憂
浥
に
沈
み
自
恃
君
の
來
る
を
見
る
や
眼
を
怒
ら
し
て

之
を
睨
み
黙
然
と
し
て
一
語
を
も
發
せ
さ
り
と
蓋
し
兇
徒
の
或
は
自
恃
君
等
の
間
接
な
る
教
唆
に
出
て
た
ら
ん
と
疑
ひ
し
も
の
な
ら
ん
か
自
恃
君
徐
に
今

回
の
兇
變
實
に
國
家
の
不
幸
な
る
旨
を
述
へ
且
つ
議
會
方
に
開
會
中
な
り
之
が
善
後
策
の
一
と
し
て
は
議
會
を
し
て
李
氏
慰
問
の
事
を
議
決
せ
し
む
る
に

在
る
旨
を
説
き
た
る
に
伊
藤
伯
始
め
て
稍
々
釋
然
た
る
色
あ
り
并
は
如
何
に
せ
ば
宜
し
き
や
と
言
は
れ
た
り
君
乃
ち
事
の
甚
た
容
易
な
る
旨
を
告
げ
伯
の

同
意
を
得
て
退
き
東
京
に
長
文
の
電
報
を
發
し
て
貴
衆
両
院
の
議
員
に
慰
問
案
を
提
出
せ
し
め
よ
と
傳
ふ
長
文
の
電
報
は
實
に
余
が
許
に
到
れ
り
此
の
時

恰
も
議
員
間
に
て
も
已
其
の
内
議
あ
り
し
際
な
れ
は
余
が
君
の
電
報
を
二
三
の
議
員
に
傳
送
す
る
や
議
忽
ち
纏
ま
り
た
り
（
後
略
（
（6
（

）」
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こ
の
陸
が
伝
え
る
明
治
二
八
年
三
月
二
四
日
の
「
李
大
使
の
遭
難
」
直
後
の
、
下
関
の
宿
舎
で
の
伊
藤
と
高
橋
の
緊
張
を
孕
ん
だ
対
峙
か
ら
両
者
の
意
思
疎

通
に
至
る
流
れ
を
知
ら
さ
れ
る
時
、
高
橋
の
伊
藤
へ
の
反
発
は
単
純
に
形
容
出
来
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
単
純
に
形
容
出
来
な
い
理
由
と

は
、
同
じ
一
つ
の
日
本
の
政
治
を
、
軟
派
が
軟
派
を
助
け
る
の
で
は
な
く
、
硬
派
と
軟
派
と
い
う
対
立
す
る
主
張
の
者
た
ち
が
手
を
結
ん
で
協
働
作
業
で
担
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
協
働
作
業
へ
の
意
思
は
、「
政
府
の
獨
り
此
の
事
に
任
す
る
に
足
ら
ず
偏
に
國
民
の
力
に
待
つ
あ
る
と
き
は
、
則
吾
人
豈
退
き
て

筆
硯
を
洗
ひ
、
國
民
と
與
に
國
家
の
急
務
を
講
せ
ざ
る
可
け
ん
や
」
と
明
治
二
七
年
二
月
の
段
階
で
『
二
十
六
世
紀
』
第
一
号
が
公
言
し
て
い
た
も
の
と
同
一

の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

『
十
六
世
紀
』
第
二
二
号
の
記
事
「
宮
内
大
臣
」
と
の
記
事
に
は
こ
う
し
た
高
橋
健
三
に
見
ら
れ
る
複
雑
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
し
か
し
高
橋
に

と
っ
て
『
二
十
六
世
紀
』
に
よ
る
言
論
活
動
は
、
高
橋
が
そ
の
筆
者
で
あ
っ
た
か
否
か
に
係
わ
り
な
く
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
次
松
方
内
閣
の
「
政
綱
」
に
従
っ
た
統
治
機
構
整
備
に
と
っ
て
『
二
十
六
世
紀
』
事
件

は
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
同
「
政
綱
」
の
な
か
の
「
言
論
出
版
集
會
等
憲
法
上
人
民
の
享
受
す
べ
き
權
利
自
由
は
政
府
厚
く
之
を
尊
重
し
其
保

障
を
固
か
ら
し
め
ん
と
計
る
べ
し
（
（6
（

」
に
関
し
て
は
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
「
發
行
停
止
全
廢
の
案
を
可
決
（
（6
（

」
と
の
結
果
を
生
み
、『
二
十
六
世
紀
』
事
件
は
プ

ラ
ス
要
因
と
な
っ
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
内
閣
官
報
局
発
行
『
官
報
』
第
四
一
一
四
号
（
明
治
三
〇
年
三
月
二
四
日
付
）
に
は
こ
う
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
朕
帝
國
議
會
ノ
協
賛
ヲ
經
タ
ル
新
聞
紙
條
例
中
改
正
法
律
ヲ
裁
可
シ
茲
ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム
／
御
名
御
璽
／
明
治
三
十
年
三
月
十
九
日
／
内
閣
總
理

大
臣　

伯
爵
松
方
正
義
／
拓
殖
務
大
臣　

子
爵
高
島
鞆
之
助
／
内
務
大
臣　

伯
爵
樺
山
資
紀
／
法
律
第
九
號
／
新
聞
紙
條
例
中
左
ノ
通
改
正
ス
／
第
十
九

條　

削
除
／
第
二
十
條　

削
除
／
第
二
十
二
條
（
後
略
（
（6
（

）」

明
治
二
〇
年
一
二
月
二
八
日
に
発
せ
ら
れ
た
「
勅
令
第
七
十
五
號
」「
新
聞
紙
條
例
」
の
「
第
十
九
條　

治
安
ヲ
妨
害
シ
又
ハ
風
俗
ヲ
壊
亂
ス
ル
モ
ノ
ト
認

ム
ル
新
聞
紙
ハ
内
務
大
臣
ニ
於
テ
其
發
行
ヲ
禁
止
シ
若
ク
ハ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」、「
第
二
十
條　

新
聞
紙
ノ
發
行
ヲ
禁
止
シ
若
ク
ハ
停
止
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
内
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務
大
臣
ハ
其
新
聞
紙
ノ
發
賣
頒
布
ヲ
禁
シ
其
新
聞
紙
ヲ
差
押
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
の
二
ヶ
条
を
削
除
し
、
そ
の
他
の
改
正
が
施
さ
れ
た
明
治
三
〇
年
三
月
一
九
日

「
法
律
第
九
號
」「
新
聞
紙
條
例
」
の
公
布
に
至
る
ま
で
に
は
、
勿
論
『
二
十
六
世
紀
』
第
二
二
号
の
「
宮
内
大
臣
」
を
転
載
し
て
明
治
二
九
年
一
一
月
一
四
日

に
発
行
停
止
処
分
を
受
け
て
い
た
新
聞
『
日
本
』
の
陸
羯
南
の
努
力
が
大
だ
っ
た
の
で
あ
り
、「
有
力
新
聞
が
連
合
し
ま
し
て
新
聞
紙
条
例
改
正
の
大
運
動
を

行
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
陸
羯
南
は
そ
の
運
動
の
中
心
に
な
り
ま
し
て
非
常
に
根
気
よ
く
戦
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
つ
い
に
一
八
九
七
年
、
明
治
三
〇
年
に
は

発
行
停
止
処
分
を
全
廃
さ
せ
る
ま
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
（
（7
（

」
と
の
側
面
が
今
日
確
認
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
従
来
の
「
新
聞
紙
條
例
」
は
そ
の
第
一
九
条
で
「
治
安
ヲ
妨
害
」
す
る
新
聞
紙
に
対
し
て
は
発
行
禁
止
、
停
止
の
処
分
を
内
務
大
臣
の
判
断
で
可

能
に
し
て
い
た
の
に
対
し
、
改
正
さ
れ
た
「
新
聞
紙
條
例
」
で
は
そ
の
第
三
三
条
で
「
社
會
ノ
秩
序
（
（7
（

」
を
乱
す
新
聞
紙
に
対
し
て
、
内
務
大
臣
は
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
発
行
禁
止
、
停
止
処
分
は
許
さ
れ
な
い
が
、
統
治
機
構
側
と
し
て
は
裁
判
所
の
判
断
を
得
て
取
締
ま
り
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
る
と
変
更
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
の
第
一
〇
回
帝
国
議
会
「
衆
議
院
新
聞
紙
條
例
中
改
正
法
律
案
審
査
特
別
委
員
會
」
で
は
政
府
委
員
神
鞭
知
常
が
こ
の
「
社
會
ノ
秩

序
」
と
い
う
新
し
い
基
準
と
は
、「
彼
ノ
ぱ
ぶ
り
ッ
く
を
る
だ
る
或
ハ
そ
し
や
る
を
る
だ
る
ト
云
フ
英
吉
利
語
ニ
換
ヘ
テ
解
釋
ス
レ
バ
解
リ
易
イ
方
ノ
言
葉
ガ

ア
リ
マ
ス
ガ
（
（7
（

」
と
出
席
委
員
た
ち
に
説
明
を
行
な
っ
て
い
た
。
改
正
後
の
第
三
三
条
の
「
社
會
ノ
秩
序
」
に
、
あ
る
い
は
ま
た
同
じ
く
神
鞭
の
説
明
を
借
り
れ

ば
、「『
皇
室
ノ
尊
厳
ヲ
冒
瀆
シ
』
ト
云
フ
九
字
ガ
新
ラ
シ
ウ
加
ハ
ツ
タ
（
（7
（

」
第
三
二
条
に
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
改
正
後
で
も
裁
判
所
は
「
新
聞
紙
ノ
發
行
ヲ
禁

止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
第
二
三
条
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
者
の
「
社
會
ノ
秩
序
」
に
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
問
題
の
発
生
が
視
野
に
入
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
後
者
の
「
皇
室
ノ
尊
厳
ヲ
冒
瀆
シ
」
に
は
こ
れ
ま
で
の
『
二
十
六
世
紀
』
事
件
が
影
を
落
と
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
（
（7
（

。

明
治
三
〇
年
二
月
一
五
日
開
催
の
第
一
〇
回
帝
国
議
会
「
衆
議
院
新
聞
紙
條
例
中
改
正
法
律
案
審
査
特
別
委
員
會
」
の
席
上
で
「
政
府
デ
ハ
人
權
ヲ
重
ン
ズ

ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
松
方
内
閣
ノ
組
織
ノ
始
ニ
當
ツ
テ
宣
言
シ
テ
居
ル
コ
ト
デ
ア
ル
（
（7
（

」
と
訝
る
声
が
委
員
（
沼
田
宇
源
太
）
か
ら
挙
が
り
、
こ
れ
に
対
す
る
政

府
委
員
神
鞭
知
常
の
答
弁
の
な
か
に
「
此
間
ニ
色
々
不
時
ノ
不
幸
ナ
出
來
事
ガ
起
ツ
タ
リ
致
シ
タ
タ
メ
ニ
、
其
攻
究
モ
延
引
シ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
、
マ
ダ
政
府

カ
ラ
ハ
ソ
レ
〳
〵
案
ヲ
具
ヘ
テ
議
會
ニ
提
出
ス
ル
運
ビ
ニ
至
ツ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
（
（7
（

」
と
あ
っ
た
。
同
委
員
会
中
で
『
二
十
六
世
紀
』
事
件
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

唯
一
の
場
面
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
色
々
不
時
ノ
不
幸
ナ
出
來
事
」
の
な
か
に
、
も
う
一
つ
の
官
吏
侮
辱
罪
の
裁
判
が
あ
っ
た
。

明
治
二
九
年
一
二
月
三
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
第
三
六
一
〇
号
）
は
「
内
閣
侮
辱
事
件
公
判
」
と
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
松
方
内
閣
は



― 19（34）―

『二十六世紀』事件と高橋健三

上
は　

天
皇
の
神
聖
を
汚
瀆
し
下
は
商
估
と
結
託
し
（
下
略
）」
と
報
ず
る
東
京
新
聞
の
記
事
に
対
し
て
、
官
吏
侮
辱
罪
で
起
訴
が
な
さ
れ
、
東
京
地
方
裁
判

所
で
の
公
判
で
弁
護
側
が
当
該
の
記
事
と
は
「
二
十
六
世
紀
及
日
本
」
の
記
事
に
関
す
る
も
の
な
の
で
、「
高
橋
翰
長
を
召
喚
し
二
十
六
世
紀
と
同
人
の
關
係

（
下
略
）
を
確
め
た
し
と
請
求
し
」
た
の
に
対
し
て
、
検
事
が
こ
の
証
人
請
求
の
却
下
を
求
め
、
裁
判
長
は
「
其
必
要
な
し
と
認
め
請
求
は
之
を
却
下
す
と
宣

告
し
」
て
い
た
。
当
時
、
高
橋
健
三
は
原
告
で
も
あ
り
、
被
告
で
も
あ
る
と
い
う
苦
し
い
立
場
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

注
（
１
）『
自
恃
言
行
録
』
発
行
兼
編
輯
川
那
辺
貞
太
郎
、
明
治
三
二
年
八
月
、
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
同
右
。

（
３
）『
官
報
』
第
一
七
二
〇
号
（
明
治
二
二
年
三
月
二
八
日
付
）「
叙
任
及
辞
令
」
欄
。

（
４
）『
自
恃
言
行
録
』
四
〇
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
同
右
、
五
〇
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
明
治
二
六
年
一
月
三
日
付
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
第
四
一
七
四
号
）
に
は
こ
う
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
高
橋
健
三
氏
大
阪
に
漫
遊
し
て
痾
を
養

ふ
吾
社
特
に
請
ふ
所
あ
り
高
橋
氏
之
を
諾
し
今
よ
り
客
員
と
し
て
病
間
生
平
の
所
思
を
攄
べ
て
時
々
寄
稿
せ
ら
る
べ
き
の
約
あ
り
氏
が
博
覧
達
識
は
世
の
推
す
所
其
意
見
の

如
何
に
流
俗
と
選
を
異
に
す
る
か
は
請
ふ
是
よ
り
我
紙
上
に
見
は
る
ゝ
所
を
讀
ん
で
之
を
知
ら
れ
よ
」。
そ
し
て
同
年
一
〇
月
一
七
日
に
は
同
紙
（
第
四
四
一
四
号
）
に
「
内

地
雑
居
論

―
主
權
と
國
交
」
と
の
寄
稿
が
あ
り
、
条
約
改
正
に
よ
っ
て
進
む
内
地
雑
居
の
な
か
で
の
「
主
權
と
國
交
」
問
題
へ
の
関
心
を
喚
起
し
て
い
た
。

（
６
）『
官
報
』
第
四
二
八
二
号
（
明
治
三
〇
年
一
〇
月
九
日
付
）「
叙
任
及
辞
令
」
欄
。

（
７
）「
彙
報
」「
官
廳
事
項
」
欄
。

（
８
）『
古
島
一
雄
清
談
』
二
三
七
ペ
ー
ジ
。
ま
た
川
那
辺
貞
太
郎
も
同
趣
旨
の
回
想
を
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
御
陵
の
荒
廢
を
奮
慨
せ
ら
れ
て
明
治
二
十
八
年
十
月
東
京
よ

り
云
ひ
付
け
ら
れ
し
（
高
橋
健
三
の
）
書
面
は
所
謂
『
二
十
六
世
紀
』
事
件
の
根
原
と
も
云
ふ
べ
し
（
中
略
）
但
し
彼
の
『
二
十
六
世
紀
』
の
議
論
を
以
て
先
生
の
關
與
す

と
傳
へ
し
は
黨
人
為
め
に
す
る
の
邪
説
た
り
し
こ
と
當
時
已
に
明
了
せ
り
」。（「
逸
事
の
四
十
二
」、『
自
恃
言
行
録
』
二
四
七
～
二
四
九
ペ
ー
ジ
。）

（
９
）
野
村
治
一
良
著
『
米
壽
閑
話
』
昭
和
三
八
年
、
非
売
品
、
一
四
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
同
書
は
若
き
日
『
二
十
六
世
紀
』
に
て
高
橋
健
三
と
関
係
し
、
の
ち
に
海
運
業
に
携
わ
っ

た
野
村
治
一
良
に
よ
る
回
顧
録
「
米
寿
閑
話
」
全
一
八
章
（
一
～
一
二
二
ペ
ー
ジ
）
と
、朝
日
新
聞
社
東
京
本
社
社
史
編
修
室
の
清
水
三
郎
に
よ
る
「
言
論
の
自
由
と
『
二
十
六

世
紀
』
事
件
」
全
八
章
（
一
二
三
～
二
三
二
ペ
ー
ジ
）
の
二
部
構
成
の
書
物
で
あ
る
が
、
前
半
の
野
村
に
よ
る
部
分
に
も
清
水
に
よ
る
解
説
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
前
半
と

後
半
を
区
別
す
る
意
味
は
余
り
大
き
い
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
ペ
ー
ジ
数
も
全
巻
通
し
で
振
ら
れ
て
お
り
、
引
用
の
際
に
は
野
村
の
筆
に
な
る
部
分
か
清
水
の
そ
れ
か
は
明
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記
し
な
か
っ
た
。

（
10
）
久
木
東
海
男
著
『
新
聞
先
覺
評
論
』
立
命
館
出
版
部
、
昭
和
七
年
、
一
九
一
～
一
九
八
ペ
ー
ジ
。

（
11
）『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
六
年
、
六
五
九
～
六
九
三
ペ
ー
ジ
に
『
自
恃
言
行
録
』
一
ペ
ー
ジ
～
七
九
ペ
ー
ジ
の
「
高
橋
健
三
君
傳
」
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
な
お
『
自
恃
言
行
録
』
で
の
「
高
橋
健
三
傳
」
に
付
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
は
、「
逸
事
の
一
」
か
ら
始
ま
る
回
想
部
分
の
そ
れ
と
は
独
立
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。

（
12
）
松
田
宏
一
郎
著
『
陸
羯
南
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
三
五
ペ
ー
ジ
他
参
照
。

（
13
）
明
治
三
一
年
七
月
二
三
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
第
四
三
三
三
号
）
に
高
橋
の
訃
報
を
伝
え
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、一
部
を
抜
粋
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
二
十
九

年
秋
松
方
内
閣
の
成
る
に
及
で
伯
の
聘
す
る
所
と
な
り
内
閣
翰
長
を
拝
し
政
務
に
鞅
掌
す
る
一
年
遂
に
議
合
は
ず
し
て
復
退
き
爾
後
宿
痾
を
相
州
清
閑
の
地
に
養
ひ
悠
々
居

諸
を
送
り
し
が
憾
む
べ
し
刀
圭
及
ば
ず
藥
石
効
な
く
沈
々
昏
々
日
に
革
ま
り
て
竟
に
逝
け
り
人
と
為
り
志
氣
精
鋭
才
識
豊
富
一
た
び
義
に
臨
ば
勇
往
直
行
先
後
を
顧
み
ず
又

常
に
異
才
を
識
抜
す
る
に
力
を
致
せ
り
往
年
歐
化
主
義
の
熾
な
る
に
方
り
て
や
深
く
邦
家
の
前
途
を
憂
ひ
て
卑
屈
心
を
打
破
す
る
に
力
め
東
京
電
報
の
創
立
よ
り
日
本
新
聞

の
改
設
に
際
し
杉
浦
重
剛
福
富
孝
季
古
庄
嘉
門
の
諸
氏
等
と
大
に
經
營
盡
瘁
せ
り
其
關
係
す
る
も
の
出
版
月
評
、
東
洋
學
藝
雑
誌
、
日
本
人
、
二
十
六
世
紀
等
よ
り
國
華
に

及
ぶ
云
々
」。

（
14
）「
逸
事
の
三
十
六
」、『
自
恃
言
行
録
』
一
五
八
ペ
ー
ジ
～
一
九
〇
ペ
ー
ジ
。

（
15
）「
自
恃
庵
の
書
柬
」、『
自
恃
言
行
録
』
一
ペ
ー
ジ
～
四
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
こ
の
陸
の
寄
稿
分
は
『
自
恃
言
行
録
』
の
巻
末
に
「
追
加
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
そ
こ
に
振
ら
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
数
は
、
独
立
し
て
再
び
一
ペ
ー
ジ
か
ら
振
ら
れ
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。

（
16
）
神
鞭
は
「
松
隈
内
閣
の
時
に
あ
の
人
（
高
橋
健
三
）
が
出
る
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
陸
が
其
以
前
松
方
伯
に
説
い
た
こ
と
が
あ
る
説
い
た
の
で
は
な
い
話
を
し
た
こ
と
が
あ

る
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
人
を
當
に
し
て
今
度
の
政
治
を
す
る
つ
も
り
か
、
ど
う
し
て
も
今
度
出
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
出
た
ら
ど
ん
な
人
で
や
る
か
誰
が
あ
な
た
の
力
に
な
つ

て
此
時
世
の
大
勢
に
應
じ
必
要
に
應
じ
て
行
け
る
だ
け
の
能
力
あ
る
相
手
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
問
ふ
た
こ
と
も
あ
る
」（「
逸
事
の
三
十
六
」、『
自
恃
言
行
録
』一
六
三
ペ
ー

ジ
）
と
書
い
て
い
る
。

（
17
）
神
鞭
は
「
あ
の
時
僕
が
出
る
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
高
橋
犬
養
あ
た
り
が
寧
ろ
松
方
に
教
へ
た
位
の
こ
と
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。（「
逸
事
の
三
十
六
」、『
自
恃
言
行
録
』

一
六
五
ペ
ー
ジ
。）

（
18
）「
逸
事
の
三
十
六
」、『
自
恃
言
行
録
』
一
六
八
ペ
ー
ジ
。

（
19
）
同
右
、
一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（
20
）
同
右
。

（
21
）
同
右
。
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『二十六世紀』事件と高橋健三
（
22
）
尾
佐
竹
猛
著
『
明
治
大
正
政
治
史
講
話
』
一
元
社
、
昭
和
一
八
年
、
一
〇
六
ペ
ー
ジ
。
明
治
三
〇
年
八
月
二
七
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
第
四
〇
一
三
号
）
は
昨
二
六
日

に
武
富
時
敏
が
「
大
蔵
省
參
事
官
（
高
等
官
二
等
）」
に
、尾
崎
行
雄
が
「
外
務
省
參
事
官
（
同
）」
に
任
命
さ
れ
た
と
「
勅
任
參
事
官
と
二
局
長
の
新
任
」
の
見
出
し
で
報
じ
、

そ
し
て
同
年
一
一
月
三
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
第
四
七
一
九
号
）
は
「
新
官
人
の
聯
袂
辭
職
」
の
見
出
し
で
「
政
府
對
進
歩
黨
の
關
係
一
變
せ
し
よ
り
進
歩
黨
に
推
さ
れ

て
就
官
せ
し
人
々
は
袂
を
聯
ね
て
辭
職
せ
ん
と
し
武
富
大
蔵
勅
參
は
一
昨
日
既
に
表
を
呈
し
（
中
略
）
外
務
の
尾
崎
高
田
氏
等
は
未
だ
之
を
呈
出
せ
ず
」
と
報
じ
て
い
る
。

（
23
）「
逸
事
の
三
十
六
」、『
自
恃
言
行
録
』
一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（
24
）「
自
恃
庵
の
書
柬
」、『
自
恃
言
行
録
』
三
八
ペ
ー
ジ
～
三
九
ペ
ー
ジ
。

（
25
）「
逸
事
の
三
十
六
」、『
自
恃
言
行
録
』
一
七
〇
ペ
ー
ジ
～
一
七
一
ペ
ー
ジ
。

（
26
）
同
右
、
一
七
三
ペ
ー
ジ
。

（
27
）
同
右
、
一
七
一
ペ
ー
ジ
。

（
28
）
同
右
。
な
お
、
松
田
宏
一
郎
、
前
掲
書
は
「
政
綱
的
施
政
方
針
」
が
「
高
橋
が
羯
南
と
相
談
し
た
も
の
を
内
藤
湖
南
が
文
章
に
起
こ
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
」（
二
一
七
～

二
一
八
ペ
ー
ジ
）
と
紹
介
し
て
い
る
。

（
29
）「
逸
事
の
三
十
六
」、『
自
恃
言
行
録
』、
一
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
30
）
渡
邊
修
二
郎
著
『
評
傳
松
方
正
義
土
方
久
元
』
同
文
舘
、
明
治
二
九
年
一
二
月
、
一
三
六
ペ
ー
ジ
。

（
31
）
同
右
。

（
32
）
同
右
、
一
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
33
）「
逸
事
の
三
十
六
」、『
自
恃
言
行
録
』
一
七
六
ペ
ー
ジ
～
一
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
34
）
佐
々
木
隆
「『
二
十
六
世
紀
』
事
件
と
藩
閥
」、
日
本
新
聞
学
会
『
新
聞
学
評
論
』
三
六
号
、
一
九
八
七
年
、
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
35
）
野
村
治
一
良
著
『
米
壽
閑
話
』
二
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
36
）
拙
稿
「
近
代
日
本
に
お
け
る
統
治
機
構
整
備
と
議
会
制
度

―
明
治
五
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
清
浦
奎
吾
の
経
歴
を
通
し
て
」、『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社
会
科
学
』
第

二
三
号
（
二
〇
一
二
年
度
）、
一
～
一
七
ペ
ー
ジ
参
照
。
な
お
、
明
治
二
九
年
一
一
月
一
七
日
付
で
次
の
よ
う
な
書
簡
を
黒
田
清
隆
枢
密
院
議
長
は
「
松
方
総
理
大
臣
宛
／
外

ニ
寫
ヲ
各
大
臣
」
に
送
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
二
十
六
世
紀
及
ヒ
日
本
新
聞
ハ
既
ニ
禁
停
止
之
御
處
分
相
成
候
義
ニ
付
希
く
は
是
を
限
リ
ニ
御
止
メ
相
成
起
訴
等
ハ
勿
論

断
然
他
ニ
波
及
セ
ザ
ル
様
深
ク
御
注
意
相
成
候
義
実
ニ
御
得
策
ナ
ラ
ン
ト
呉
れ
〳
〵
も
希
望
罷
在
候
尤
モ
爾
後
静
粛
御
矯
正
監
督
十
分
ニ
行
届
ク
ヘ
キ
方
法
御
取
リ
云
々
」

（『
黒
田
清
隆
関
係
文
書
』
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
所
蔵
、
北
泉
社
、
一
九
九
三
年
、
Ｒ
１
・
２
５
・
９
）、
と
。
こ
れ
を
受
け
て
そ
の
黒
田
宛
に
蜂
須
賀
茂
韶
、

清
浦
奎
吾
、
野
村
靖
、
榎
本
武
揚
の
四
名
は
連
名
で
「
二
十
六
世
紀
及
日
本
新
聞
ニ
對
シ
禁
停
止
處
分
相
成
候
ニ
付
是
限
リ
ニ
止
メ
起
訴
ハ
勿
論
断
然
他
ニ
波
及
セ
サ
ル
様

終
結
セ
シ
メ
タ
シ
ト
ノ
懇
篤
ナ
ル
貴
書
之
趣
」
を
「
敬
承
」
し
た
も
の
た
る
「
不
起
訴
之
理
由
書
」（『
黒
田
清
隆
関
係
文
書
』
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
、
冊
子
複
製
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版
九
冊
収
録
）
を
同
じ
明
治
二
九
年
一
一
月
一
七
日
付
で
起
草
送
付
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
書
の
な
か
で
、
清
浦
奎
吾
は
司
法
大
臣
と
し
て
起
訴
便
宜
主
義
に
立
っ
て
不
起

訴
と
す
る
旨
を
申
し
述
べ
て
い
た
。
起
訴
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
起
訴
し
な
い
こ
と
の
方
が
統
治
の
上
で
得
策
で
あ
る
と
の
判
断
で
あ
っ
た
。
こ
の
松
方
第
二

次
内
閣
の
司
法
大
臣
の
処
置
は
、
同
内
閣
の
書
記
官
長
の
そ
れ
と
は
統
治
機
構
を
担
う
者
同
士
と
し
て
は
決
し
て
対
立
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
37
）『
二
十
六
世
紀
』
第
一
号
、
一
ペ
ー
ジ
。

（
38
）
同
右
、
六
ペ
ー
ジ
。

（
39
）
同
右
、
四
ペ
ー
ジ
。

（
40
）
同
右
、
三
ペ
ー
ジ
。

（
41
）
同
右
、
第
二
号
、
九
～
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
42
）
同
右
、
第
三
号
、
三
一
～
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
43
）
同
右
、
第
五
号
、
一
ペ
ー
ジ
。

（
44
）
同
右
、
第
一
三
号
、
二
ペ
ー
ジ
。

（
45
）
同
右
、
第
二
〇
号
、
一
ペ
ー
ジ
。

（
46
）
同
右
、
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
47
）
明
治
一
三
年
七
月
太
政
官
布
告
第
三
六
号
（
刑
法
）
は
「
皇
室
ニ
對
ス
ル
罪
」
の
な
か
で
、
第
一
一
七
条
か
ら
第
一
一
九
条
ま
で
不
敬
罪
を
規
定
し
て
い
た
。
第
一
一
七
条

は
「
天
皇
三
后
皇
太
子
ニ
對
シ
不
敬
ノ
所
為
ア
ル
者
ハ
三
月
以
上
五
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
處
シ
二
十
圓
以
上
二
百
圓
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
」。

（
48
）
遠
山
茂
樹
・
安
達
淑
子
著
『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
、
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
49
）『
二
十
六
世
紀
』
第
二
一
号
、
九
～
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（
50
）
同
右
、
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
51
）
野
村
治
一
良
著
『
米
壽
閑
話
』、
四
八
～
四
九
ペ
ー
ジ
。「
官
吏
侮
辱
罪
」
は
明
治
一
三
年
七
月
太
政
官
布
告
第
三
六
号
（
刑
法
）
第
一
四
一
条
に
「
官
吏
ノ
職
務
ニ
對
シ
其

目
前
ニ
於
テ
形
容
若
ク
ハ
言
語
ヲ
以
テ
侮
辱
シ
タ
ル
者
ハ
一
月
以
上
一
年
以
下
ノ
重
禁
錮
ニ
處
シ
五
圓
以
上
五
十
圓
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
／
其
目
前
ニ
非
ス
ト
雖
ト
モ
刊

行
ノ
文
書
圖
書
又
ハ
公
然
ノ
演
説
ヲ
以
テ
侮
辱
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

（
52
）
同
右
、
四
九
～
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（
53
）『
日
本
』
第
二
五
九
八
号
、
明
治
二
九
年
一
二
月
七
日
付
。
北
根
豊
監
修
『
日
本
』
第
二
四
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
九
年
、
六
〇
八
ペ
ー
ジ
。

（
54
）
同
右
。

（
55
）
北
根
豊
監
修
『
日
本
』
第
二
四
巻
、
四
六
〇
お
よ
び
四
六
三
ペ
ー
ジ
。
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『二十六世紀』事件と高橋健三
（
56
）
同
右
、
四
六
〇
ペ
ー
ジ
お
よ
び
四
六
三
ペ
ー
ジ
。

（
57
）
同
右
、
四
八
二
ペ
ー
ジ
。

（
58
）
同
右
、
四
八
八
ペ
ー
ジ
。

（
59
）
同
右
、
四
九
三
ペ
ー
ジ
。

（
60
）
同
右
、
四
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
61
）
同
右
、
五
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
62
）
同
右
、
五
〇
七
ペ
ー
ジ
。

（
63
）
同
右
。

（
64
）「
自
恃
庵
の
書
柬
」、『
自
恃
言
行
録
』
二
四
ペ
ー
ジ
。

（
65
）
同
右
、
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
66
）
同
右
、
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
67
）
渡
邊
修
二
郎
著
『
評
傳
松
方
正
義
土
方
久
元
』
一
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
68
）
徳
富
猪
一
郎
編
述
『
公
爵
松
方
正
義
傳 

坤
卷
』
昭
和
一
〇
年
、
六
五
二
ペ
ー
ジ
。
こ
の
『
公
爵
松
方
正
義
傳 

坤
卷
』
で
は
「
公
と
新
聞
條
例
改
正
法
案
」
と
の
見
出
し
の
下
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
十
議
会
に
於
て
、
公
の
内
閣
の
成
績
と
し
て
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
三
。
即
ち
豫
算
案
の
通
過
が
其
一
。
貨
幣
改
正
法
案
が

其
二
。
新マ

マ聞
條
例
改
正
法
案
が
其
三
で
あ
る
。
／
公
は
内
閣
組
織
の
初
め
に
於
て
、
言
論
出
版
、
集
會
等
の
權
利
自
由
を
尊
重
保
障
す
る
こ
と
を
聲
明
し
た
る
に
拘
ら
ず
、

『
二
十
六
世
紀
事
件
』
な
る
も
の
を
惹
き
起
し
、
政
府
は
終
に
其
の
關
係
し
た
る
『
日
本
』
及
び
『
二
十
六
世
紀
』
の
發
行
停
止
を
行
ふ
た
為
め
、
忽
ち
衆
議
の
非
難
す
る
所

と
為
り
、
聲
望
の
一
半
を
損
す
る
に
至
つ
た
。
而
し
て
公
の
内
閣
は
、
輿
論
に
鑑
み
る
所
あ
り
、
新マ

マ聞
條
例
改
正
法
案
を
議
会
に
提
出
し
た
云
々
」（
六
五
〇
～
六
五
一
ペ
ー

ジ
）。
な
お
、
こ
の
『
公
爵
松
方
正
義
傳 

坤
卷
』
で
は
松
方
首
相
「
政
綱
」
演
説
の
日
付
が
明
治
二
九
年
「
十
二
月
十
二
日
」（
六
四
三
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
渡
邊

修
二
郎
著
『
評
傳
松
方
正
義
土
方
久
元
』
に
あ
る
明
治
二
九
年
「
十
月
十
二
日
」（
一
三
六
ペ
ー
ジ
）
と
の
日
付
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
二
九
年
一
〇
月
一
三
日

付
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
第
三
五
六
九
号
）
に
「
施
政
の
方
針
」
と
の
記
事
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
年
一
二
月
に
こ
う
し
た
訓
示
演
説
が
あ
っ
た
と
の
記
事
が
見
当
た
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
藤
村
通
監
修
『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
四
巻
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
昭
和
五
七
年
）
に
は
「
地
方
官
ニ
對
ス
ル
施
政
方
針
訓
示
ノ

大
要
」（
明
治
二
十
九
年
十
二
月
十
二
日
）」（
一
二
八
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
徳
富
猪
一
郎
編
述
、
前
掲
書
に
基
づ
い
た
記
述
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
地
方
官
會
議

ニ
於
ケ
ル
内
閣
總
理
大
臣
訓
示
演
説
集
』（
活
版
、
昭
和
一
一
年
）
は
明
治
三
六
年
一
月
以
降
を
収
録
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
明
治
二
九
年
の
松
方
首
相
に
よ
る
も
の
は
確
認

出
来
な
い
。

（
69
）「
法
律
」
欄
。
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（
70
）
松
澤
弘
陽
「
印
刷
教
材
・
放
送
教
材
の
対
照
」、『
研
究
報
告
』
第
三
二
号
、
放
送
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
、
平
成
三
年
二
月
一
五
日
、
一
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
71
）『
官
報
』
第
四
一
一
四
号
（
明
治
三
〇
年
三
月
二
四
日
付
）「
法
律
」
欄
。

（
72
）『
第
十
回
帝
國
議
會
衆
議
院
新
聞
紙
條
例
中
改
正
法
律
案
審
査
特
別
委
員
會
速
記
録
』
明
治
三
〇
年
二
月
一
日
（
第
二
号
）
一
五
ペ
ー
ジ
。

（
73
）
同
右
。

（
74
）
前
注
（
36
）
に
引
用
し
た
明
治
二
九
年
一
一
月
一
七
日
付
の
「
松
方
総
理
大
臣
宛
／
外
ニ
寫
ヲ
各
大
臣
」
に
送
ら
れ
た
黒
田
清
隆
枢
密
院
議
長
書
簡
を
参
照
。
こ
の
な
か
で

黒
田
は
「
矯
正
監
督
十
分
ニ
行
届
ク
ヘ
キ
方
法
」
を
求
め
て
い
た
。

（
75
）『
第
十
回
帝
國
議
會
衆
議
院
新
聞
紙
絛
例
中
改
正
法
律
案
審
査
特
別
委
員
會
速
記
録
』
明
治
三
〇
年
二
月
一
五
日
（
第
三
号
）
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
76
）
同
右
。


